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は
じ
め
に

人
類
史
に
お
い
て
人
間
が
本
格
的
に
知
識
を
伝
達
し
、
そ
れ
を
集
積
し
て
高
度
の
知
的
文
化
の
創
出
に
至
る
に
は
都
市

の
出
現
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
は
前
二
〇
〇
〇
年
期
前
葉
に
は
最
も
早
く
都
市
国
家
を

建
設
し
、
文
字
が
社
会
活
動
の
必
須
の
道
具
と
な
っ
て
い
た
。
文
字
文
化
の
発
展
は
都
市
国
家
の
諸
制
度
を
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
統
率
・
管
理
し
う
る
社
会
を
可
能
に
し
た
。
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
場
合
、
こ
の
文
字
の
獲
得
が
文
化
史
的
基
軸
の
転

換
点
と
な
っ
た
と
い
え
る
。
も
ち
ろ
ん
文
字
の
案
出
以
前
に
長
期
に
わ
た
る
口
承
に
よ
る
諸
文
化
活
動
が
存
在
し
た
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
本
稿
で
は
都
市
国
家
、
所
謂
ポ
リ
ス
の
誕
生
に
と
も
な
い
文
字
文
化
の
発
展
を
可
能
に
し
た
古
代

古
代
社
会
の
教
育

―
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
資
料
を
中
心
に
―

桑
原

俊
一

﹇
論
文
﹈
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社
会
の
教
育
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
し
か
し
本
稿
が
取
り
扱
う
範
囲
は
古
代
社
会
の
教
育
を
網
羅
的
に
取
り
扱
う
こ
と
で

は
な
く
、
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
教
育
関
連
資
料
に
限
定
さ
れ
る
。
広
く
西
洋
教
育
史
で
取
り
扱
わ
れ
る
古
代
教
育
は
ポ

リ
ス
時
代
の
教
育
、
前
五
世
紀
以
降
古
典
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
時
代
か
ら
始
め
ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
本
稿
で
は
古

代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
（
前
三
〇
〇
〇
年
紀
以
降
）
の
諸
資
料
と
り
わ
け
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
（
前
二
〇
〇
〇
年
〜
一
六
〇
〇
年
）

を
検
討
し
、
も
う
一
つ
の
教
育
の
源
流
を
探
る
試
論
で
あ
る
。

西
洋
と
東
洋
の
地
理
的
区
分
は
古
来
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
か
ら
見
て
、
西
と
東
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
今

日
な
お
西
洋
教
育
史
を
取
り
扱
う
場
合
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
時
代
か
ら
始
め
る
の
が
一
般
的
で
あ
る

（
1
）。

ギ
リ

シ
ア
・
ロ
ー
マ
に
先
立
つ
オ
リ
エ
ン
ト
世
界
は
高
度
に
発
達
し
た
官
僚
制
度
を
確
立
し
、
教
育
制
度
も
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
位
置
付
け
は
エ
ジ
プ
ト
と
並
び
原
始
社
会
の
学
習
や
教
育
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
に
す
ぎ

な
い
。
地
中
海
世
界
と
西
ア
ジ
ア
は
歴
史
的
に
も
文
化
的
に
も
複
層
的
・
多
重
的
に
相
関
し
、
一
つ
の
巨
大
な
文
化
圏
を

形
成
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
か
ら
出
土
す
る
教
育
に
関
す
る
諸
資
料
は
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ

に
起
源
す
る
教
育
と
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
る
教
育
観
と
の
親
和
性
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
時
間
軸
に
沿

っ
て
言
換
す
れ
ば
、
最
古
の
都
市
国
家
の
成
立
を
み
た
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
は
、
書
記
の
養
成
に
基
盤
を
お
く
高
度
な
教
育
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
周
辺
諸
国
は
こ
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
教
育
制
度
を
受
容
し
つ
つ
独
自
の
発
展
を
遂

げ
た
。
一
方
は
、
シ
リ
ア
・
ア
ナ
ト
リ
ア
地
域
で
あ
り
、
他
方
は
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
で
あ
る
。
歴
史
的
に
は
、
こ
れ
に

続
く
キ
リ
ス
ト
教
世
界
が
こ
の
両
者
か
ら
教
育
の
理
念
や
実
践
を
採
用
し
た
と
い
え
よ
う
。
現
代
の
西
洋
教
育
は
疑
い
な

く
中
世
の
キ
リ
ス
ト
教
修
道
院
教
育
か
ら
派
生
・
発
展
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
変
容
さ
れ
つ
つ
も
、
継

承
さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
現
代
の
教
育
は
初
等
教
育
か
ら
高
等
教
育
ま
で
多
様
化
し
、
問
題
を
一
元
的
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に
論
ず
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
本
稿
で
は
基
本
的
な
西
洋
教
育
事
情
を
踏
ま
え
、
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
い
く
つ
か
の

教
育
関
連
資
料
を
提
供
し
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
教
育
に
対
す
る
、
も
う
一
つ
の
教
育
の
水
脈
に
つ
い
て
論
考
を

加
え
た
い
。

二
　
古
典
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
教
育

（
一
）
古
典
ギ
リ
シ
ア

エ
ー
ゲ
海
域
で
は
、
ク
レ
タ
文
明
（
前
三
〇
〇
〇
〜
一
六
〇
〇
年
）
や
ミ
ュ
ケ
ー
ナ
イ
文
明
（
前
一
六
〇
〇
〜
一
二
〇

〇
年
）
が
栄
え
た
後
、
暗
黒
時
代
を
経
て
、
前
九
〜
八
世
紀
に
な
っ
て
北
方
か
ら
の
ギ
シ
ア
人
に
よ
る
都
市
国
家
（
ポ
リ

ス
）
が
形
成
さ
れ
た
。
ホ
メ
ロ
ス
の
叙
事
詩
は
ギ
リ
シ
ア
社
会
の
様
相
を
始
め
人
間
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
哀
歌
を
生
み
出

し
た
。
彼
の
叙
事
詩
の
中
に
当
時
の
教
育
に
関
す
る
興
味
深
い
伝
承
も
あ
る
が
、
本
格
的
教
育
論
が
展
開
さ
れ
る
の
は
ホ

メ
ロ
ス
以
後
に
な
る
。
も
っ
と
も
本
格
的
に
学
校
教
育
が
始
ま
る
と
、
ホ
メ
ロ
ス
（H

om
eros

、
前
八
〇
〇
以
前
）
作
品

は
最
も
典
型
的
文
学
教
本
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
く
。
教
育
論
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ま
ず
ソ
ク
ラ
テ
ス
（Sokrates,

前

四
七
〇
／
六
九
〜
三
九
九
年
）、
プ
ラ
ト
ン
（Platon,
前
四
二
七
〜
三
四
七
年
）、
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
（Isokrates,

前
四
三

六
〜
三
三
八
年
）
そ
し
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（A

ristoteles,
前
三
八
四
〜
三
二
二
年
）
を
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
る
が

（
2
）、

本
稿
の
目
的
は
教
育
理
念
や
教
育
思
想
の
検
討
で
は
な
く
、
教
育
の
日
常
と
実
践
に
関
わ
る
事
例
を
検
証
す
る
こ
と
に
あ

る
。
し
た
が
っ
て
前
五
世
紀
以
降
の
学
校
教
育
の
具
体
的
日
常
か
ら
始
め
る
こ
と
に
す
る
。

ア
テ
ナ
イ
の
教
育
シ
ス
テ
ム

（
3
）

は
子
ど
も
の
成
長
発
達
と
都
市
生
活
の
要
請
を
基
本
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
子
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ど
も
は
七
歳
に
な
っ
て
学
校
に
通
う
が
、
こ
の
期
間
が
「
幼
児
」（paidion

）
で
あ
る
。
七
歳
か
ら
一
四
歳
ま
で
は
「
子

ど
も
」（pais

）、
一
五
歳
か
ら
一
七
歳
ま
で
は
「
青
年
」（neoi

）、
一
八
歳
か
ら
二
〇
才
ま
で
は
「
エ
フ
ェ
ー
ボ
ス
」

（ephēbos
）
と
よ
ば
れ
た
。
二
〇
才
以
上
は
「
成
人
」（anēr

）、「
老
人
」
は
「
ゲ
ロ
ー
ン
」（gerōn

）
と
い
っ
た
。
教

育
制
度
は
、
幼
児
は
両
親
が
家
庭
で
行
う
の
が
通
常
で
あ
っ
た
。
学
校
と
し
て
は
「
パ
ラ
イ
ス
ト
ラ
」（palaistra

）
が

少
年
に
、「
ギ
ム
ナ
シ
オ
ン
」（gym

nasion

）
が
青
年
に
、
そ
し
て
「
エ
フ
ェ
ー
ビ
ア
」（ephēbia

）
が
エ
フ
ェ
ー
ボ
ス

に
設
け
ら
れ
た

（
4
）。

初
等
学
校
（
私
塾
）
で
、
は
じ
め
て
読
み
書
き
を
習
う
よ
う
に
な
る
。
日
課
を
終
え
た
子
ど
も
た
ち
は
「
パ
ラ
イ
ス
ト

ラ
」（
現
代
的
に
表
現
す
れ
ば
、
一
種
の
屋
外
体
操
場
で
あ
る
）
に
行
き
、
五
種
競
技
が
練
習
さ
れ
て
い
た
。
レ
ス
リ
ン

グ
、
徒
競
走
、
跳
躍
、
円
盤
投
げ
、
槍
投
げ
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
運
動
に
は
更
に
狩
猟
が
付
け
加
え
ら
れ

て
い
た
。
狩
猟
は
特
に
ス
パ
ル
タ
人
に
は
好
ま
れ
た

（
5
）。

中
等
教
育
以
上
は
主
と
し
て
上
流
階
級
の
者
に
限
ら
れ
て
い

て
、
一
般
庶
民
に
及
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
パ
ラ
イ
ス
ト
ラ
」
は
私
塾
で
あ
り
、
授
業
料
も
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で

は
専
門
的
教
師
（paidotribēs

）
が
い
て
、
体
育
の
指
導
を
し
た
。
し
か
し
、
単
に
子
ど
も
の
運
動
場
で
は
な
く
、
身
体

的
教
育
と
知
能
教
育
を
施
す
こ
と
が
目
的
の
学
校
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
ギ
リ
シ
ア
特
有
の
運
動
と
共
に
徳
性
（aretê

）

を
育
て
る
思
想
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

私
塾
で
あ
る
初
等
学
校
は
「
パ
ラ
イ
ス
ト
ラ
」
と
読
み
書
き
を
教
え
る
「
学
校
」（didaskalation

）
が
あ
る
。
子
供

た
ち
は
「
学
校
」
に
「
書
き
板
」（
石
版
や
木
版
に
蝋
を
塗
っ
た
も
の
）
や
琴
を
携
え
て
か
よ
っ
た
。
上
流
階
級
の
子
ど

も
た
ち
は
奴
隷
の
家
庭
教
師
パ
イ
ダ
ゴ
ー
ゴ
ス
（paidagōgos

）
が
道
具
を
携
え
て
、
主
人
の
息
子
に
事
故
が
な
い
よ
う

往
復
の
付
き
添
い
を
し
、
そ
の
行
動
を
監
視
し
た
。
学
校
と
い
っ
て
も
多
く
の
場
合
一
人
の
教
師
か
助
手
が
い
る
程
度
で
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あ
っ
た
。
教
室
に
は
机
は
な
く
、
椅
子
に
腰
か
け
て
教
師
と
対
面
し
て
受
け
る
個
人
授
業
で
あ
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
は
文
学
、
語
彙
、
文
章
の
読
み
書
き
を
学
習
し
、
更
に
詩
の
朗
吟
、
音
楽
（
琴
な
ど
の
楽
器
や
唱
歌
）
の

練
習
を
し
た
。
教
材
は
、
ホ
メ
ロ
ス
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
（E

uripides,

前
四
八
五
〜
四
〇
六
年
頃
）、
散
文
で
は
ア
イ
ソ

ポ
ス
（
イ
ソ
ッ
プ
、A

isopos

、
前
六
世
紀
頃
）
の
『
寓
話
集
』
が
使
用
さ
れ
た

（
6
）。

偉
大
な
詩
人
の
詩
を
大
声
で
朗
読

し
、
暗
唱
す
る
こ
と
は
、
正
確
に
発
音
し
、
律
動
的
に
音
読
す
る
助
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

後
述
す
る
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
と
の
関
連
か
ら
、
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
教
育
に
つ
い
て
言
及
す
る
必

要
が
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
始
め
に
個
々
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
か
ら
学
び
、
次
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
最
も
簡
単
な
結
合

を
学
習
す
る
。
文
字
を
学
ん
だ
後
に
音
節
の
獲
得
に
進
み
、
更
に
単
語
の
区
切
り
（
読
点
）
と
句
点
や
強
勢
（
ア
ク
セ
ン

ト
）
を
習
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

（
7
）。

外
国
語
学
習
が
意
識
さ
れ
始
め
る
の
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
場
合
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
も
後
期
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ

る
。
ギ
リ
シ
ア
人
は
外
国
語
か
ら
言
語
の
体
系
を
学
び
、
多
言
語
併
用
の
利
便
性
を
十
分
認
識
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
。

こ
の
点
で
ロ
ー
マ
の
教
育
は
ギ
リ
シ
ア
文
化
に
範
を
得
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
ロ
ー
マ
人
は
早
く
か
ら
ギ
リ
シ
ア
語
と
ラ

テ
ン
語
の
両
語
教
育
を
実
施
し
て
い
た
。

教
授
法
は
暗
記
、
暗
唱
、
反
復
練
習
が
殆
ど
で
あ
っ
た
。
学
習
の
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
教
師
は
し
ば
し
ば
テ

ス
ト
を
実
施
し
、
出
来
が
悪
け
れ
ば
再
び
反
復
練
習
が
課
せ
ら
れ
た
。
ア
テ
ナ
イ
の
子
ど
も
た
ち
は
夜
遅
く
ま
で
い
く
つ

も
の
学
校
に
通
っ
た
。
夜
が
明
け
る
と
す
ぐ
「
パ
ラ
イ
ス
ト
ラ
」
に
出
か
け
た
が
、
夜
明
け
の
遅
い
冬
な
ど
は
灯
り
を
つ

け
て
行
く
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
運
動
を
終
え
る
と
、
水
浴
を
し
て
帰
宅
し
、
遅
い
朝
食
を
す
ま
せ
、「
初
等
学
校
」
に
い

っ
て
読
み
書
き
を
習
っ
た
り
、「
音
楽
学
校
」
に
行
っ
た
り
し
て
、
琴
（lyra;kithara

）
や
笛
（aulos

）
を
習
っ
た
。
そ
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の
う
え
、
子
ど
も
た
ち
は
学
校
か
ら
一
時
帰
宅
し
た
後
、
再
び
「
パ
ラ
イ
ス
ト
ラ
」
に
出
か
け
夜
遅
く
ま
で
そ
こ
で
過
ご

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
学
校
教
育
の
た
め
毎
日
多
く
の
時
間
を
割
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
土
曜
日
や
日
曜
日
の
休

み
は
な
か
っ
た
が
、
休
日
と
し
て
は
祭
典
と
か
、
地
域
の
功
労
者
の
記
念
日
と
か
結
構
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

（
8
）。

少
年
が
一
五
歳
に
な
る
と
「
ギ
ム
ナ
シ
オ
ン
」
で
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
公
立
学
校
で
あ
っ
て
、
体
育

が
中
心
で
あ
っ
た
。
競
争
、
跳
躍
、
槍
投
げ
、
レ
ス
リ
ン
グ
、
ボ
ク
シ
ン
グ
、
格
闘
技
（pancratium

）
が
主
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。「
パ
ラ
イ
ス
ト
ラ
」
同
様
、「
ギ
ム
ナ
シ
オ
ン
」
の
教
育
に
お
い
て
も
、
美
し
き
体
と
美
し
い
心
を
持

つ
青
年
の
養
成
を
目
的
と
し
た
。「
ギ
ム
ナ
シ
オ
ン
」
に
は
「
ギ
ム
ナ
シ
ア
ル
コ
ス
」（gym

nasiarchos

）
な
る
体
育
監

督
官
（
校
長
）
に
よ
っ
て
管
理
運
営
さ
れ
、
実
際
は
ア
テ
ナ
イ
で
は
「
体
育
教
師
」（paidotribēs

）
が
行
っ
た
。

「
エ
フ
ェ
ー
ビ
ア
」
は
元
来
国
防
的
目
的
を
持
つ
「
青
年
訓
練
所
」
で
あ
る
が
、
し
だ
い
に
体
育
に
変
わ
っ
て
、
知
的

教
育
の
場
と
な
っ
て
い
っ
た
。
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
（
前
三
二
〇
年
頃
〜
前
三
〇
年
頃
）
に
な
る
と
、
軍
事
的
目
的
は
失
わ

れ
、
富
裕
な
青
年
た
ち
の
社
交
と
娯
楽
の
場
に
な
る
と
と
も
に
、
知
的
教
育
の
場
と
な
り
、
文
学
や
哲
学
の
講
義
が
行
わ

れ
た
。
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
後
期
に
な
る
と
、
体
育
に
変
わ
っ
て
文
学
の
教
育
が
優
勢
と
な
る
。
前
一
世
紀
の
文
法
は
文
法

家
「
グ
ラ
ン
マ
テ
ィ
コ
イ
」（gram

m
atikoi

）
や
修
辞
家
の
よ
う
な
専
門
家
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
七
自
由
学
芸
と
し
て
、

「
修
辞
学
」、「
弁
論
術
」、「
論
理
学
」
の
三
学
（trivium

）
と
「
音
楽
」―
数
学
的
音
楽
理
論
、「
幾
何
学
」、「
算
術
」、「
天

文
学
」
の
四
科
（quadrivium

）
が
重
要
な
科
目
と
な
っ
た
。

（
二
）
ロ
ー
マ
教
育

古
代
ロ
ー
マ
人
に
と
っ
て
教
育
は
基
本
的
に
個
人
の
問
題
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
教
育
制
度
や
文
教
政
策
に
関
す
る
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公
文
書
資
料
は
殆
ど
な
い
か
、
あ
っ
て
も
極
め
て
限
定
的
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
教
育
に
つ
い
て
は
当
時
の
ラ
テ
ン
文
学
者
の

諸
作
品
、
あ
る
い
は
教
育
問
題
に
言
及
す
る
キ
ケ
ロ
（C

icero,

前
一
〇
六
〜
一
四
三
年
）、
タ
キ
ト
ゥ
ス
（T

acitus,

五

五
〜
一
一
五
年
頃
）
な
ど
の
著
作
を
通
し
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
ロ
ー
マ
の
教
育
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
教

育
の
ラ
テ
ン
化
に
す
ぎ
な
か
っ
た
、
と
い
わ
て
き
た
。

共
和
制
以
前
の
ロ
ー
マ
は
農
業
生
活
を
基
盤
に
し
た
家
父
長
権
社
会
で
あ
り
、
教
育
は
家
族
の
問
題
で
あ
っ
た
。
教
育

者
は
家
長
で
あ
り
、
絶
大
な
父
権
が
付
与
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
幼
児
を
養
育
し
た
の
は
母
親
で
あ
る
。
少
年
が
七
歳

に
な
る
と
、
母
親
に
代
わ
っ
て
父
親
が
息
子
の
教
育
を
担
う
よ
う
に
な
る
。
父
親
と
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
で
、
父
の
言

行
を
学
習
し
、
読
み
書
き
も
習
っ
た
。
実
生
活
に
必
要
な
知
識
や
ロ
ー
マ
の
伝
統
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
農

業
と
戦
争
が
生
活
の
基
盤
で
あ
っ
た
以
上
、
知
的
教
育
は
脆
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
古
来
か
ら
の
ロ
ー
マ
教
育

は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
受
容
と
共
に
転
換
す
る
。
領
土
の
拡
大
を
続
け
る
ロ
ー
マ
は
い
や
応
な
し
に
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
化
と
接
触

し
、
ギ
リ
シ
ア
人
教
師
が
ロ
ー
マ
に
や
っ
て
来
て
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ラ
テ
ン
語
で
著
作
を
著
し
た
の
も
ギ
リ
シ

ア
人
で
、
彼
ら
は
ギ
リ
シ
ア
語
と
ラ
テ
ン
語
を
教
え
る
教
師
と
な
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

帝
国
の
拡
大
は
自
ず
と
家
族
環
境
の
変
化
を
惹
起
し
、
父
親
の
教
育
も
あ
り
方
を
一
変
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
父
親

が
息
子
の
教
育
に
専
念
で
き
な
い
た
め
、
誰
か
が
父
親
の
代
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
初
期
の
教
師
た
ち
の
多

く
は
ラ
テ
ン
語
の
熟
達
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
や
が
て
ロ
ー
マ
が
海
外
遠
征
で
多
忙
に
な
る
こ
ろ
に
な
る
と
ギ
リ
シ
ア

語
を
母
語
と
す
る
パ
エ
ダ
ゴ
ー
ゴ
ス
が
や
っ
て
き
て
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
教
育
を
持
ち
込
ん
だ
。
彼
ら
の
主
要
な
仕
事
は
、

子
ど
も
の
保
護
・
管
理
で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ア
同
様
、
ロ
ー
マ
に
お
い
て
も
学
校
教
師
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
。
パ
エ
ダ
ゴ

ー
ゴ
ス
の
仕
事
は
七
歳
に
な
り
、
初
等
学
校
（
前
三
世
紀
）
へ
通
学
し
た
。
パ
エ
ダ
ゴ
ー
ゴ
ス
の
中
に
は
ギ
リ
シ
ア
的
教
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養
の
持
ち
主
も
い
て
、
し
た
が
っ
て
、
ロ
ー
マ
の
子
ど
も
た
ち
が
ギ
リ
シ
ア
語
を
学
ん
だ
の
は
パ
エ
ダ
ゴ
ー
ゴ
ス
か
ら
で

あ
っ
た
。
ギ
リ
シ
ア
文
学
が
重
要
視
さ
れ
始
め
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
ラ
テ
ン
語
を
習
得
す
る
前
に
ギ
リ
シ
ア
語
を
学
ぶ

こ
と
が
奨
励
さ
れ
た
。
た
だ
し
パ
エ
ダ
ゴ
ー
ゴ
ス
の
身
分
は
あ
く
ま
で
奴
隷
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
中
に
は
自
由
を
獲
得
し

て
解
放
奴
隷
と
な
り
、
独
立
し
て
、
学
校
を
開
く
も
の
も
現
れ
た

（
9
）。

ロ
ー
マ
の
学
校
は
三
段
階
に
分
か
れ
て
い
た
。
初
等
学
校
は
七
歳
で
、
文
法
学
校
は
十
一
歳
か
十
二
歳
で
、
修
辞
学
校

は
成
人
の
服
を
着
衣
で
き
る
と
き
、
早
け
れ
ば
一
五
歳
で
入
学
で
き
た
。
修
辞
学
校
は
通
常
は
二
〇
歳
頃
ま
で
だ
が
、
と

き
に
は
こ
れ
を
超
え
て
学
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。
文
法
学
校
や
修
辞
学
校
に
関
す
る
用
語
は
殆
ど
ギ
リ
シ
ア
か
ら
の
借
用
語

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
上
級
学
校
が
ロ
ー
マ
人
に
と
っ
て
外
来
の
も
の
で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ア
人
教
師
よ
っ
て
も
た
ら
せ
ら

れ
た
。
上
級
学
校
へ
進
学
し
た
の
は
一
部
に
限
ら
れ
て
い
て
、
多
く
は
初
等
学
校
を
修
了
す
る
と
一
般
社
会
に
出
て
行
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
文
法
家
の
仕
事
の
範
囲
は
必
ず
し
も
今
日
的
な
意
味
で
の
「
文
法
」
を
対
象
と
せ
ず
、
む
し
ろ
言
語
と

文
学
で
、
特
に
詩
文
を
解
釈
し
、
批
評
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
テ
キ
ス
ト
に
付
随
す
る
歴
史
や
自
然
科
学
の

知
識
に
つ
い
て
も
説
明
し
た
。
し
だ
い
に
、
文
法
学
校
は
修
辞
学
校
の
予
備
教
育
と
し
て
文
学
研
究
に
集
中
し
た
。
実
際

ロ
ー
マ
の
自
由
学
芸
（artes

liberales

）
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
世
界
か
ら
の
継
承
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ギ
リ
シ
ア
語
文
法
家
が
ラ
テ
ン
語
文
法
家
の
地
位
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
両
者
は
並

存
し
、
ロ
ー
マ
人
は
両
言
語
を
学
習
し
、
両
言
語
に
よ
る
文
学
を
研
究
し
た
の
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
人
は
最
初
ギ
リ
シ
ア
人
教
師
か
ら
ギ
リ
シ
ア
語
で
修
辞
学
を
学
ん
で
い
た
が
、
前
一
世
紀
の
前
半
ま
で
に
ラ
テ

ン
語
の
修
辞
学
者
も
現
わ
れ
た
。
し
か
し
一
般
的
に
は
ギ
リ
シ
ア
語
修
辞
学
校
が
優
勢
で
あ
っ
た
。
帝
政
期
の
修
辞
学
校

は
演
説
の
訓
練
の
場
と
い
う
よ
り
教
養
の
場
と
な
っ
て
い
た
。
ロ
ー
マ
は
二
言
語
併
用
国
家
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
両
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言
語
の
学
校
は
存
続
し
続
け
た
。
と
は
い
え
学
校
で
あ
る
限
り
、
所
詮
ギ
リ
シ
ア
語
学
校
の
模
倣
で
あ
る
か
、
応
用
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。
ロ
ー
マ
の
教
育
で
秀
で
た
と
こ
ろ
は
法
学
の
才
能
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
哲
学
や
医
学
の
面
で
は
ギ
リ
シ

ア
人
に
依
存
し
て
は
い
た
が
、
法
学
教
育
は
ロ
ー
マ
人
独
自
の
教
育
を
発
展
さ
せ
た
も
の
と
な
っ
た
。
ラ
テ
ン
的
教
育
の

独
創
性
は
ま
さ
に
こ
の
法
学
教
育
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
帝
政
期
に
は
法
学
研
究
は
独
立
し
た
学
問
と
な
り
、
法
学
教

師
は
、
文
法
家
の
下
で
体
験
し
た
詩
人
の
研
究
方
法
を
利
用
し
、
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
法
学
教
育
を
完
成
し
た
。
ロ
ー
マ
は

学
問
の
中
心
地
と
な
り
、
公
立
図
書
館
が
建
設
さ
れ
、
ア
ウ
グ
ス
ト
帝
の
時
代
に
は
ギ
リ
シ
ア
語
と
ラ
テ
ン
語
蔵
書
を
個

別
に
収
蔵
し
た
二
つ
の
公
立
図
書
館
も
建
設
さ
れ
た

（
10
）。

三
　
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
教
育

中
世
都
市
の
誕
生
に
よ
っ
て
、
修
道
院
や
教
会
で
行
わ
れ
て
い
た
教
育
は
ル
ネ
サ
ン
ス
の
変
革
、
つ
ま
り
都
市
の
市
民

は
神
や
教
会
を
支
え
と
す
る
文
化
か
ら
離
れ
、
世
俗
の
世
界
観
や
倫
理
観
を
求
め
て
い
っ
た
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
や
古
代
ロ

ー
マ
の
思
想
が
復
興
さ
れ
た
。
人
間
の
生
き
方
、
フ
マ
ニ
タ
ス
が
学
ば
れ
た
。
古
典
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
著
作
の
中
に

人
間
の
新
し
い
生
き
方
を
模
索
し
つ
つ
、
写
本
の
比
較
、
検
討
、
批
判
に
よ
る
近
代
的
探
求
精
神
が
出
現
し
た
。
ル
ネ
サ

ン
ス
人
文
主
義
の
勃
興
は
ま
さ
に
古
代
ロ
ー
マ
の
著
述
家
に
加
え
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
諸
作
家
の
研
究
を
盛
ん
に
し
た
。

イ
タ
リ
ア
に
興
っ
た
人
文
主
義
は
エ
ラ
ス
ム
ス
（E

rasm
us,1466

〜1536

）
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
に
人
文

主
義
の
拠
点
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
ル
タ
ー
が
宗
教
改
革
を
唱
え
た
と
き
も
、
既
に
人
文
主
義
と
宗
教
改
革
と
が
結
び
つ

く
素
地
は
生
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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こ
こ
で
は
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
思
潮
や
人
文
主
義
に
基
づ
く
教
育
の
実
態
を
具
体
的
教
育
日
課
か
ら
観
察
し
、
そ
の
特
徴

を
捉
え
た
い
。
一
例
と
し
て
宗
教
改
革
時
期
に
お
け
る
教
育
課
程
を
提
示
し
、
当
時
の
学
校
教
育
の
実
情
を
知
る
手
立
て

と
し
た
い
。

（
一
）
ド
イ
ツ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム

ド
イ
ツ
で
は
一
六
世
紀
の
中
葉
以
降
か
ら
、
大
学
の
予
備
教
育
機
関
（
中
等
教
育
）
と
し
て
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
が
整
備

拡
大
さ
れ
て
い
く
。
一
五
三
八
年
に
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
に
設
立
さ
れ
た
学
校
は
、
ド
イ
ツ
で
始
め
て
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と

い
わ
れ
て
い
る
。

ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
に
お
け
る
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
教
授
案

（
11
）

学
年

教
科
書

学
習
内
容

一
〇

ラ
テ
ン
語
入
門
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
文
法
）

読
み
、
書
き

ゴ
ル
の
『
子
ど
も
の
教
育
』
第
一
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

語
形
変
化
、
動
詞
の
活
用

シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
の
『
若
者
』（
ネ
ア
ニ
ス
キ
）

単
語
を
覚
え
る

ゴ
ル
の
『
ラ
テ
ン
語
語
彙
集
』

聖
歌

ド
イ
ツ
語
の
教
理
問
答
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九

ゴ
ル
の
『
子
ど
も
の
た
め
の
ラ
テ
ン
語
の
教
育
』
第
一
巻

第
一
〇
学
年
生
と
同
じ

シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
の
『
若
者
』（
ネ
ア
ニ
ス
キ
）

ゴ
ル
の
『
語
彙
集
』、
キ
ケ
ロ
の
『
書
簡
集
』』
第
一
巻

ド
イ
ツ
語
の
教
理
問
答

八

ゴ
ル
の
『
子
ど
も
の
た
め
の
ラ
テ
ン
語
の
教
育
』
第
二
巻

語
形
変
化
、
動
詞
の
活
用

シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
の
『
若
者
』（
ネ
ア
ニ
ス
キ
）

単
語
を
覚
え
る

ゴ
ル
の
『
語
彙
集
』

ド
イ
ツ
語
か
ら
ラ
テ
ン
語
へ
の
翻
訳

キ
ケ
ロ
の
『
書
簡
集
』』
第
一
巻

聖
歌

ド
イ
ツ
語
の
教
理
問
答

七

ゴ
ル
の
『
子
ど
も
の
た
め
の
ラ
テ
ン
語
の
教
育
』
第
二
巻

文
法
、
文
章
論
、
韻
律
、

単
語
を
覚
え
る

ゴ
ル
の
『
語
彙
集
』

ド
イ
ツ
語
か
ら
ラ
テ
ン
語
へ
の
翻
訳

カ
ト
ー
の
『
格
言
詩
』

聖
歌

キ
ケ
ロ
の
『
書
簡
集
』』
第
一
巻

教
理
問
答
、
日
曜
日
の
福
音

六

ゴ
ル
の
『
語
彙
集
』

文
法
、
文
章
論

キ
ケ
ロ
の
『
書
簡
集
』』
第
二
巻

韻
律
、
単
語
を
覚
え
る

『
詩
学
』
第
一
巻

ド
イ
ツ
語
か
ら
ラ
テ
ン
語
へ
の
翻
訳
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ゴ
ル
の
『
子
ど
も
の
た
め
の
ギ
リ
シ
ア
語
の
教
育
』

作
文
（
論
証
）

ア
イ
ソ
ポ
ス
寓
話
集

ラ
テ
ン
語
の
手
紙
の
書
き
方

ル
タ
ー
の
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
小
教
理
問
答

日
曜
日
の
朗
読
（
ラ
テ
ン
語
と
ギ
リ
シ
ア
語
）

以
下
中
略

一

シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
の
弁
証
術
配
列
（
第
三
・
四
巻
）

修
辞
学
、
弁
証
法

シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
の
雄
弁
術
配
列
（
第
三
・
四
巻
）

詩
論

キ
ケ
ロ
の
『
演
説
集
』

週
に
二
度
の
ラ
テ
ン
語
の
手
紙
を
書
く

ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の
『
農
耕
詩
』
あ
る
い
は

両
語
古
典
で
書
か
れ
た

「
ア
イ
ネ
ー
エ
ス
」

抒
情
詩

詩
学
第
六
巻
、
ホ
メ
ロ
ス
の
『
イ
リ
ア
ー
ス
』（
二
冊
）

単
語
を
覚
え
る

デ
モ
ス
テ
ネ
ス
の
『
フ
ィ
リ
ッ
ポ
ス
弾
劾
演
説
集
』

聖
歌

イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
『
演
説
集
』

数
学
第
二
巻

ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
教
理
問
答

使
徒
パ
ウ
ロ
の
書
簡

一
瞥
し
て
看
取
で
き
る
の
は
、
こ
と
ば
の
教
育
の
重
視
で
あ
る
。
教
科
書
と
し
て
、
ホ
メ
ロ
ス
や
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
と
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い
っ
た
古
典
作
品
が
使
用
さ
れ
る
と
同
時
に
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
と
彼
の
弟
子
テ
オ
フ
ル
・
ゴ
ル
と
い
っ
た
同
時
代
の
学
者
の

著
作
も
使
わ
れ
た
。「
読
み
書
き
」、「
ド
イ
ツ
語
か
ら
ラ
テ
ン
語
へ
の
翻
訳
」、「
ラ
テ
ン
語
で
書
く
練
習
」、
最
後
に
「
ギ

リ
シ
ア
語
を
読
む
」
よ
う
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
自
然
科
学
の
教
育
は
付
随
的
に
加
え
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

（
二
）
イ
エ
ズ
ス
会
の
コ
レ
ギ
ウ
ム

対
抗
宗
教
改
革
運
動
の
教
育
と
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
（Ignatius

de
Loyola,

一

四
九
一
〜
一
五
五
六
年
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
設
す
る
が
、
修
道
会
の
中
心
的
存
在
と
な

る
。
イ
エ
ズ
ス
会
が
信
仰
や
教
理
を
拡
張
す
る
た
め
に
採
っ
た
手
段
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
同
じ
く
、
教
育
制
度
の
整

備
と
説
教
の
重
視
で
あ
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ギ
ウ
ム
の
授
業
時
間
割
草
案
の
一
つ
を
取
り
上
げ
る

（
12
）。

第
三
文
法
学
級

六
時

三
〇
分
間

ラ
テ
ン
語
の
会
話

三
〇
分
間

ラ
テ
ン
語
格
変
化
お
よ
び
動
詞
の
活
用
の
練
習

三
〇
分
間

ギ
リ
シ
ア
語
の
読
解
演
習

九
時

三
〇
分
間

キ
ケ
ロ
と
要
理
の
概
説
を
毎
日
交
代
で
学
習

三
〇
分
間

ラ
テ
ン
語
名
詞
の
格
変
化
お
よ
び
動
詞
の
活
用

一
時

六
時
か
ら
の
時
限
と
同
様

三
時

六
時
か
ら
の
時
限
と
同
様
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三
〇
分
間

課
題
作
文
ま
た
は
話
し
合
い

第
二
文
法
学
級

六
時

三
〇
分
間

ラ
テ
ン
語
名
詞
の
性
と
格
変
化

三
〇
分
間

反
復
学
習
と
格
変
化
お
よ
び
動
詞
活
用
の
練
習

三
〇
分
間

抜
き
打
ち
の
課
題
作
文

九
時

三
〇
分
間

キ
ケ
ロ

練
習
形
式
で
の
反
復
学
習
、
短
い
課
題
作
文
の
準
備

一
時

三
〇
分
間

課
題
作
文
の
推
敲
・
訂
正

三
〇
分
間

動
詞
の
過
去
・
過
去
完
了
形

三
時
　

六
時
か
ら
の
時
限
に
同
じ

三
〇
分
間

ギ
リ
シ
ア
語

第
一
文
法
学
級

六
時

文
法
論
の
解
釈
と
反
復

三
〇
分
間

既
習
の
学
習
内
容
に
基
づ
い
た
課
題
作
文

九
時

ギ
リ
シ
ア
語

一
時

午
前
中
の
課
題
作
文
の
推
敲
、
韻
律
の
説
明
お
よ
び
詩
の
講
読

時
限
終
了
ま
で
、
ラ
テ
ン
語
の
語
句
の
意
味
内
容
に
つ
い
て
練
習

三
時

三
〇
分
間

キ
ケ
ロ
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三
〇
分
間

ラ
テ
ン
語
の
格
変
化
、
動
詞
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
練
習

三
〇
分
間

キ
ケ
ロ
か
ら
既
に
学
ん
だ
表
現
に
つ
い
て
抜
き
打
ち
の
書
き
取
り

人
文
学
級

詩
人
に
つ
い
て
の
説
明
と
そ
の
反
復
練
習

六
時

三
〇
分
間

課
題
に
基
づ
く
抜
き
打
ち
の
作
詩
と
そ
の
推
敲
を
毎
日
交
替
で

九
時

最
初
に
二
ヶ
月
は
韻
律
学
、
そ
の
後
は
ラ
テ
ン
語
の
歴
史
家
の
講
読

一
時

ギ
リ
シ
ア
語

三
時

キ
ケ
ロ

抜
き
打
ち
の
書
き
取
り
（
ラ
テ
ン
語
）

以
下
省
略

イ
エ
ズ
ス
会
い
の
コ
レ
ギ
ウ
ム
は
文
法
学
級
を
三
段
階
に
区
分
し
、
そ
の
上
に
人
文
学
級
、
修
辞
学
級
、
哲
学
級
と
神

学
級
に
分
か
れ
て
い
た
。
教
授
法
は
各
学
級
の
学
習
程
度
に
即
し
て
内
容
の
作
文
が
毎
日
課
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
記
憶
力

を
強
化
す
る
た
め
反
復
と
復
習
が
重
視
さ
れ
た
。
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
筆
記
に
よ
る
練
習
と
口
頭
練
習
と

が
交
互
に
配
さ
れ
、
質
疑
応
答
や
討
論
形
式
で
の
実
習
・
演
習
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
も
こ
と
ば
の
教
育
が
重
視
さ

れ
て
い
る
。
キ
ケ
ロ
を
中
心
に
し
た
ラ
テ
ン
語
と
ギ
リ
シ
ア
語
の
学
習
は
「
読
み
書
き
」
を
基
本
と
し
、
繰
り
返
し
と
復

習
に
よ
る
記
憶
の
修
練
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
学
習
を
前
提
に
作
文
と
討
論
が
続
い
た
。



047 古代社会の教育

四
　
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
教
育

前
三
〇
〇
〇
年
期
か
ら
の
諸
資
料
を
取
り
扱
う
と
い
う
点
で
、
ま
ず
前
述
の
諸
資
料
と
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
こ
と
を

確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
取
り
扱
う
文
字
資
料
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
教
育
を
再
構
成
す
る
に
十

分
な
資
料
を
提
供
し
て
は
く
れ
な
い
。
し
ば
し
ば
間
接
的
で
推
測
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
場
合
す
ら
あ
る
。
し
か
し
楔
形

文
字
の
考
案
は
そ
の
端
緒
か
ら
各
時
代
の
変
容
を
受
け
な
が
ら
も
、
各
時
代
の
正
書
法
を
確
立
な
が
ら
三
〇
〇
〇
年
以
上

に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
て
き
た

（
13
）。

し
か
も
そ
の
使
用
範
囲
は
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
世
界
つ
ま
り
、
ア
ナ
ト
リ
ア
地
方
（
ボ
ガ
ス
キ
ョ
イ
）、
シ
リ
ア
・
カ
ナ

ー
ン
地
方
（
エ
ブ
ラ
）、
更
に
は
エ
ジ
プ
ト
地
方
（
テ
ル
・
エ
ル
・
ア
マ
ル
ナ
）
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実

は
、
明
ら
か
に
楔
形
文
字
文
化
（
と
り
わ
け
二
言
語
併
用
、
と
き
に
は
三
言
語
併
用
）
と
そ
れ
を
担
う
教
育
の
場
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
諸
資
料
は
各
時
代
に
お
い
て
、
万
遍
な
く
現
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
特
定
の
時

代
（
特
に
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
期
）
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
も
付
け
加
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ

れ
の
考
察
も
こ
の
時
期
の
教
育
環
境
を
中
心
に
し
た
も
の
に
な
る
が
、
し
か
し
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
お
け
る
教
育
の
実
態
を

把
握
す
る
に
た
る
多
く
の
証
左
を
与
え
て
く
れ
る
。

（
一
）
学
校

通
常
、
学
校
と
訳
さ
れ
て
い
る
シ
ュ
メ
ー
ル
語
は
エ
ド
ゥ
バ
（É

-D
U

B
-B

A
-(A

)

）
で
、
直
訳
す
れ
ば
「
粘
土
板
の
家
」

で
あ
る

（
14
）。

学
校
と
は
い
え
、
し
ば
し
ば
行
政
の
中
心
地
を
構
成
す
る
建
造
物
で
あ
っ
た
り
、
文
書
庫
で
あ
っ
た
り
す
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る
。
僅
か
な
場
合
も
あ
る
が
、
学
校
で
練
習
用
に
使
用
さ
れ
た
粘
土
板
が
ウ
ル
、
ニ
ッ
プ
ル
、
ウ
ル
ク
、
バ
ビ
ロ
ン
な
ど

の
都
市
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
残
念
な
が
ら
ど
の
都
市
か
ら
も
教
育
の
場
と
し
て
の
建
造
物
（
学

校
）
と
特
定
で
き
る
も
の
は
一
つ
と
し
て
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
サ
ル
ゴ
ン
王
朝
や
ウ
ル
第
三
王
朝
時
代
の
行
政
府
は
多

く
の
書
記
の
養
成
を
必
要
と
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
学
校
と
思
わ
れ
る
場
所
の
特
定
に
い
た
っ
て
い
な
い
。
と
は
い

え
、
諸
都
市
遺
跡
の
現
場
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
纏
ま
っ
た
夥
し
い
粘
土
板
の
発
掘
や
文
書
庫
の
存
在
は
、
多
く
の
場

合
、
書
記
の
養
成
が
個
別
の
独
立
し
た
学
校
と
し
て
よ
り
は
、
種
々
の
機
能
を
併
せ
持
っ
た
神
殿
や
宮
殿
の
よ
う
な
大
き

な
構
造
物
に
付
属
す
る
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
都
市
遺
跡
の
神
殿
や
王
宮
に
は
ほ
ぼ
例
外
な
く
多
数
の
粘

土
板
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
重
要
な
経
済
行
政
文
書
や
裁
判
記
録
・
契
約
書
の
た
ぐ
い
が
保
管
さ
れ
て

い
た
。
同
時
に
そ
の
他
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
書
（
文
学
）
が
各
地
か
ら
収
集
さ
れ
一
定
の
場
所
で
管
理
・
保
存
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
ら
の
施
設
を
図
書
館
や
文
書
庫
（
ア
ー
カ
イ
ヴ
）
と
呼
ん
で
い
る
が
、
両
者
の
間
に
明
確
な
相
違
が
認
め
ら

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
後
代
の
図
書
館
―
例
え
ば
前
4
世
紀
前
葉
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
―
と
違
い
、
一
般
公
開
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
公
文
書
館
の
性
格
が
強
か
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
個
人
の
所
有
物
と
し
て
残
さ
れ
た

蔵
書
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
前
一
千
年
期
の
バ
ビ
ロ
ニ
ア
・
テ
キ
ス
ト
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
粘
土
板
に
ア
ッ
カ
ド
語
で
書

か
れ
た
三
〇
六
〇
名
に
も
及
ぶ
書
記
の
名
前
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
二
六
八
二
人
は
一
般
庶
民
の
個
人
の
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
十
一
人
は
宮
殿
の
た
め
、
ま
た
神
殿
の
た
め
の
書
記
は
三
六
八
人
を
数
え
た

（
15
）。

こ
の
こ
と
は
前
三
千
年
期

に
は
じ
ま
る
書
記
の
養
成
が
伝
統
的
に
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
社
会
の
要
請
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
個
人
か
ら
神
殿

に
至
る
ま
で
、
つ
ま
り
ご
く
単
純
な
書
類
の
作
成
か
ら
、
き
わ
め
て
専
門
的
な
文
学
の
創
作
に
至
る
ま
で
書
記
の
活
動
を

必
要
と
す
る
社
会
で
あ
っ
た
。



049 古代社会の教育

わ
け
て
も
宗
教
や
広
義
の
文
学
を
収
集
し
保
存
す
る
た
め
に
は
書
記
の
養
成
が
必
要
と
さ
れ
た
し
、
神
殿
や
宮
殿
に
は

社
会
の
諸
活
動
を
記
録
し
、
書
写
す
る
書
記
学
校
の
存
在
が
不
可
決
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
ア
ッ
シ
ュ
ル
バ
ニ

パ
ル
時
代
（
前
六
六
九
〜
六
二
七
年
）
の
ニ
ネ
ヴ
ェ
は
最
大
規
模
の
蔵
書
を
擁
し
、
文
学
作
品
約
五
千
点
、
書
簡
そ
の
他

の
記
録
文
書
は
約
六
千
点
を
数
え
る

（
16
）。

こ
う
し
た
事
例
は
神
殿
や
王
宮
に
付
属
し
た
学
校
で
書
記
の
訓
練
と
教
育
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
証
拠
と
な
ろ
う
。

学
校
生
活
の
日
課
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
既
に
出
土
し
て
い
る
膨
大
な
数

の
経
済
行
政
文
書
の
粘
土
板
の
存
在
は
明
ら
か
に
書
記
術
が
都
市
国
家
と
そ
れ
に
続
く
帝
国
の
存
続
に
必
須
の
職
能
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
商
取
引
に
必
要
な
会
計
帳
簿
や
契
約
書
の
作
成
か
ら
様
々
な
裁
判
に
関
す
る
記
録
、
神
殿
に

奉
納
さ
れ
る
献
納
物
の
記
録
簿
の
作
成
、
私
的
あ
る
い
は
公
的
書
簡
の
作
成
、
神
殿
や
宮
殿
で
の
行
政
に
関
わ
る
書
類
の

作
成
、
さ
ら
に
は
広
義
の
諸
文
学
の
活
動
と
管
理
な
ど
書
記
の
要
請
は
至
る
所
に
み
ら
れ
た
。
書
記
は
権
力
の
中
枢
か
ら

一
般
の
庶
民
の
生
活
に
ま
で
日
常
的
に
必
要
と
さ
れ
た
職
能
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
当
初
か
ら
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
化
は

初
級
・
高
等
教
育
を
施
さ
れ
た
多
様
な
書
記
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
、
発
展
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

学
校
に
通
う
生
徒
は
概
ね
都
市
社
会
の
富
裕
市
民
、
つ
ま
り
官
僚
や
祭
司
職
の
子
弟
に
限
ら
れ
て
い
た
。
女
子
生
徒
の

存
在
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
圧
倒
的
に
男
子
生
徒
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
学
校
で
の
生
活
に
く
わ
え
、
教
師
と
親
子
の
関

係
を
書
き
記
し
た
興
味
深
い
粘
土
板
が
残
さ
れ
て
い
る
。S.N

.K
ram

er

に
よ
っ
て
『
学
校
生
活
』
と
命
名
さ
れ
た
テ
キ

ス
ト
が
そ
れ
で
あ
る

（
17
）。

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
（
前
二
〇
〇
〇
年
期
）
の
作
品
で
、
作
者
は
学
校
の
一
教

師
で
あ
ろ
う
。
学
校
で
何
を
し
た
の
か
訊
ね
ら
れ
る
。
教
師
と
生
徒
の
対
話
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
テ
キ
ス
ト
の
大
部

分
は
質
問
に
対
す
る
応
答
に
あ
て
ら
れ
る
。
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生
徒
よ
、（
若
い
こ
ろ
）
ど
こ
に
行
き
ま
し
た
か
。

学
校
へ
行
き
ま
し
た
。

学
校
で
何
を
し
ま
し
た
か
。（
一
〜
三
行
）（
18
）

こ
れ
に
彼
の
長
い
返
答
が
続
く
。「
粘
土
板
を
暗
誦
し
、
昼
食
を
取
り
、
粘
土
板
を
準
備
し
、
書
写
し
、
書
き
終
わ
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
わ
た
し
の
手
本
と
す
る
粘
土
板
が
も
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
午
後
に
は
練
習
用
の
粘
土
板
が
も
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
学
校
が
ひ
け
る
と
、
帰
途
に
つ
き
、
家
に
入
る
と
、
父
が
そ
こ
に
座
っ
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
父
に

書
い
た
文
章
を
読
み
、
粘
土
板
を
暗
誦
し
ま
し
た
。
父
は
悦
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
・
・
・
朝
早
く
目
が
さ
め
る
と
、
母
に

向
か
っ
て
言
い
ま
し
た
。『
食
事
に
し
て
く
だ
さ
い
。
学
校
に
行
く
の
で
す
か
ら
』
と
。
母
は
二
つ
の
ロ
ー
ル
パ
ン
を
く

れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
学
校
へ
行
き
ま
し
た
。
学
校
で
は
監
督
が
い
い
ま
し
た
。『
な
ぜ
き
み
は
遅
刻
し
た
ん
だ
ね
。』
心

臓
を
ど
き
ど
き
さ
せ
な
が
ら
、
わ
た
し
は
先
生
の
前
に
立
ち
、
う
や
う
や
し
く
お
辞
儀
を
し
ま
し
た
。」（
19
）

学
校
生
活
は
厳
格
で
、
生
徒
は
つ
ね
に
鞭
を
手
に
し
た
教
師
等
を
ま
え
に
学
習
を
し
い
ら
れ
て
い
た
。

教
授
は
わ
た
し
の
粘
土
板
を
読
ん
で
い
わ
れ
た
。

『
脱
字
が
あ
る
よ
う
だ
ね
。』
わ
た
し
を
鞭
打
ち
ま
し
た
。（
二
五
〜
二
六
行
）

行
儀
が
悪
い
と
鞭
打
た
れ
、
許
可
な
く
お
喋
り
を
し
た
と
い
っ
て
鞭
打
た
れ
る
。
書
写
し
た
字
が
よ
く
な
い
と
い
っ
て
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は
鞭
打
た
れ
も
し
た
。
学
校
で
は
既
に
日
常
的
に
は
死
語
に
な
っ
て
い
た
シ
ュ
メ
ー
ル
語
が
必
須
の
言
語
と
し
て
使
わ
れ

て
い
た
。
シ
ュ
メ
ー
ル
を
話
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
の
生
徒
は
先
生
に
こ
う
言
わ
れ
る
。「
お
ま
え
の
手
は
不
十
分

で
あ
る
」（
20
）

つ
ま
り
落
第
を
宣
告
さ
れ
る
。
教
師
の
権
威
は
絶
対
的
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
生
徒
は
、
ど
ん
な

に
教
師
に
嫌
わ
れ
よ
う
と
も
、
書
記
に
な
る
こ
と
が
ど
ん
な
特
権
を
享
受
で
き
る
か
熟
知
し
て
い
た
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
で

は
生
徒
は
父
親
に
対
し
手
厳
し
い
教
師
を
家
庭
に
招
い
て
食
事
を
振
る
舞
い
、
贈
り
物
を
す
る
よ
う
に
し
向
け
る
。「
父

親
は
息
子
の
言
っ
た
こ
と
に
心
を
留
め
る
。
先
生
は
学
校
か
ら
連
れ
出
さ
れ
、
家
に
入
る
と
上
座
の
椅
子
に
座
ら
さ
れ
る
。

そ
の
生
徒
は
や
っ
て
来
て
先
生
に
給
仕
を
す
る
。
書
記
術
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
は
な
ん
で
あ
れ
、
父
親
に
説
明
し
た
。」

（
21
）

こ
と
は
う
ま
く
運
ん
だ
よ
う
だ
。
父
親
は
喜
び
に
満
た
さ
れ
て
息
子
が
い
か
に
多
く
の
書
記
術
を
学
習
し
た
か
を
教

授
に
告
げ
る
。
帰
り
し
な
に
は
香
油
で
満
た
し
、
新
し
い
着
物
を
着
せ
、
指
輪
を
贈
る
と
と
も
に
、
な
に
が
し
か
の
心
付

け
を
持
た
せ
る
。
こ
う
し
て
教
師
は
ご
機
嫌
に
な
り
生
徒
に
こ
う
い
う
。

若
者
よ
、
お
ま
え
は
わ
た
し
の
こ
と
ば
を
嫌
が
ら
ず
、
無
視
も
し
な
か
っ
た
（
の
で
）、

お
ま
え
は
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
書
記
の
技
術
を
会
得
で
き
た
と
思
う
。

お
ま
え
は
惜
し
み
な
く
何
で
も
与
え
、
わ
た
し
の
仕
事
以
上
の
給
与
を
支
払
い
、
わ
た
し
に
敬
意
を
払
っ
た
の
で
、

ニ
サ
バ

（
22
）、

守
護
女
神
が
お
ま
え
の
守
護
神
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。
お
ま
え
の
た
め
に
お
ま
え
の
筆
の
先
が
上
手

に
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
。

お
ま
え
の
練
習
に
は
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
。

兄
弟
（
仲
間
）
た
ち
の
な
か
で
お
ま
え
が
指
導
者
と
な
ろ
う
。
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友
人
た
ち
の
な
か
で
お
ま
え
が
長
に
な
ろ
う
。

卒
業
生
の
な
か
で
も
お
ま
え
は
最
優
秀
の
生
徒
の
列
に
も
入
る
だ
ろ
う
。

・
・
・

お
ま
え
は
学
校
生
活
も
よ
く
や
っ
た
し
、
も
う
い
っ
ぱ
し
の
学
者
だ
よ
。（
七
〇
〜
八
九
行
）

こ
の
作
品
は
典
型
的
な
エ
ド
ゥ
バ
に
お
け
る
学
校
生
活
を
叙
述
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
鞭
を
手
に
し
て
い
る
教
職

者
た
ち
を
除
け
ば
、
今
日
の
学
校
生
活
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
都
市
社
会
は
エ
リ
ー
ト
養
成

を
必
要
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
都
市
の
発
展
の
な
か
で
エ
ド
ゥ
バ
が
多
様
な
職
種
に
就
く
書
記
た
ち
の
養
成
を
求
め
ら

れ
て
い
た
の
も
必
然
で
あ
っ
た
。

（
二
）
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（
23
）

最
古
の
楔
形
文
字
資
料
が
最
初
に
発
見
さ
れ
た
の
は
シ
ュ
メ
ー
ル
の
古
代
都
市
ウ
ル
ク
で
あ
る
。
出
土
し
た
文
書
は
ウ

ル
ク
後
期
、
つ
ま
り
ウ
ル
ク
第
Ⅳ
層
（
前
二
七
〇
〇
年
）
か
ら
で
、
種
々
の
文
書
の
中
に
文
字
リ
ス
ト
が
混
在
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
語
彙
集
と
い
わ
れ
、
書
記
に
な
る
た
め
に
生
徒
た
ち
が
練
習
用
に
書
き
残
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ス
ト
に
は
一
つ
の
テ
ー
マ
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
鳥
類
、
魚
類
、
樹
木
、
木
製
品
、
等
で

あ
る
。
こ
う
し
た
文
字
リ
ス
ト
は
書
記
養
成
の
た
め
フ
ァ
ラ
や
ア
ブ
・
サ
ラ
ビ
ク
に
お
い
て
も
前
三
〇
〇
〇
年
期
末
ま
で

使
用
さ
れ
た
。
同
種
の
語
彙
集
は
、
南
部
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
限
ら
ず
、
周
辺
地
方
、
東
は
古
代
エ
ラ
ム
の
首
都
ス
サ
さ
ら

北
西
の
エ
ブ
ラ
王
国
に
ま
で
広
範
囲
に
わ
た
り
使
用
さ
れ
て
い
た
。
更
に
近
年
の
こ
の
種
の
リ
ス
ト
は
実
用
的
語
彙
や
楔
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形
表
語
文
字
（
記
号
）
の
語
彙
集
を
含
ん
で
い
る
。
新
し
い
一
連
の
語
彙
集
、
多
く
の
地
方
に
よ
る
校
訂
語
彙
集
と
と
も

に
、
前
二
〇
〇
〇
年
期
の
早
い
時
期
、
お
そ
ら
く
十
一
世
紀
頃
に
登
場
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
は
正
典
化

（
標
準
化
）
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
書
写
さ
れ
、
楔
形
文
字
の
使
用
が
終
焉
を
迎
え
る
紀
元

後
三
〇
〇
年
頃
ま
で
用
い
ら
れ
た
。

Ａ
　
言
語
教
育

前
二
〇
〇
〇
年
期
は
一
般
的
に
ア
ッ
カ
ド
語
つ
ま
り
セ
ム
語
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
期
の
エ
ド

ゥ
バ
で
は
シ
ュ
メ
ー
ル
語
で
教
育
が
施
さ
れ
た
。「
シ
ュ
メ
ー
ル
語
を
知
ら
な
い
書
記
は
、
ど
ん
な
ふ
う
に
し
て
正
確
に

図　一

図　二
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翻
訳
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。」「
シ
ュ
メ
ー
ル
語
を
知
ら
な
い
書
記
と
は
、
ど
ん
な
書
記
な
ん
で
し
ょ
う
か
。」
既
に
死
語

と
な
っ
て
い
た
シ
ュ
メ
ー
ル
語
で
あ
っ
た
が
、
エ
ド
ゥ
バ
に
お
い
て
そ
の
修
得
は
必
須
で
あ
っ
た

（
24
）。

言
語
教
育
が
エ

ド
ゥ
バ
教
育
の
原
点
で
あ
り
、
書
記
術
の
基
本
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
エ
ド
ゥ
バ
教
育
は
語
彙

の
練
習
か
ら
始
ま
っ
た
。
今
日
エ
ド
ゥ
バ
で
書
写
さ
れ
た
多
く
の
練
習
帳
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
粘
土
は
格
好
の
書
材
で

あ
っ
た
。
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
河
岸
で
は
良
質
の
粘
土
が
至
る
所
で
採
取
さ
れ
る
。
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
粘
土
を
取
り
、
捏
ね

て
か
ら
平
た
く
延
ば
す
と
簡
単
に
レ
ン
ズ
型
、
四
角
形
や
長
方
形
型
の
粘
土
板
が
で
き
あ
が
る
（
図
一
〜
四
）（
25
）。

そ

の
上
に
葦
の
先
を
三
角
形
や
丸
型
に
加
工
し
た
筆
記
具
で
形
状
の
異
な
る
楔
形
押
印
痕
を
つ
け
て
い
っ
た
。
初
歩
の
日
本

語
学
習
の
よ
う
に
、
教
師
が
手
本
を
示
し
、
そ
れ
を
生
徒
が
ま
ね
て
文
字
を
練
習
す
る
。
他
の
例
と
し
て
、
左
半
分
に
教

図　三

図　四
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師
の
手
本
（
讃
歌
や
文
学
の
一
部
分
）
が
書
か
れ
、
右
に
は
生
徒
が
そ
れ
を
手
本
に
し
て
書
い
て
は
削
り
取
り
、
ま
た
書

い
て
は
削
り
取
っ
て
練
習
を
し
た
も
の
も
あ
る
（
図
五
）。

図　五
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裏
面
は
手
本
を
見
ず
に
練
習
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
た
り
、
別
の
よ
り
長
い
語
彙
集
の
抜
粋
が
書
か
れ
た
り
し
た
。
エ

ド
ゥ
バ
で
は
こ
う
し
た
書
写
作
業
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
い
た
。
更
に
、
エ
ド
ゥ
バ
で
は
入
門
編
と
し
て
使
用
さ
れ
る
音

節
文
字
表
か
ら
実
用
・
専
門
編
と
し
て
使
用
さ
れ
る
様
々
な
タ
イ
プ
の
語
彙
集
が
作
成
さ
れ
て
い
た
。

1

ツ
・
タ
・
チ
（tu-ta-ti

）

最
初
は
楔
形
文
字
の
基
本
的
な
発
音
と
書
き
方
を
学
習
す
る
。
慣
習
的
に
書
き
出
し
の
一
行
目
を
取
っ
て
そ
う
呼
称
さ

れ
る
ツ
・
タ
・
チ
（tu-ta-ti
）
音
節
文
字
表
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
音
節
文
字
表
は
始
め
音
節tu-ta-ti

と
弁
別
さ
れ
て

書
か
れ
、
次
に
一
語tutati
の
よ
う
に
書
か
れ
る
。
こ
れ
に
続
い
てnu-na-ni;nunani,bu-ba-bi:bubabi

と
音
節
ご
と

に
配
列
さ
れ
る
。
お
よ
そ
八
〇
の
音
節
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
続
い
て
人
名
の
リ
ス
ト
が
配
置
さ
れ
る
。
さ
ら
に
木
と
木
製

に
関
す
る
語
彙
か
ら
始
ま
る
主
題
別
の
リ
ス
ト
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

2

音
節
文
字
表a-a

とm
e-m

e

次
の
段
階
で
は
極
め
て
簡
便
な
シ
ュ
メ
ー
ル
語
彙
集
の
学
習
を
す
る
。
研
究
者
に
よ
っ
て
音
節
文
字
表
Ａ
と
Ｂ
と
も
命

名
さ
れ
て
き
た
。
語
彙
集
の
学
習
に
先
立
ち
、
音
節
文
字
表
が
書
記
養
成
の
早
い
段
階
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。
よ
く
知
ら

れ
た
も
の
と
し
て
、
音
節
文
字
表
Ａ
は
一
枚
の
書
板
に
約
四
〇
〇
行
か
ら
な
り
、
Ｂ
は
二
枚
の
書
板
に
全
部
で
七
四
三
行

に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
リ
ス
ト
は
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
以
後
書
記
教
育
の
重
要
な
も
の
に
な
っ
た
。「a-a

（
音
節

文
字
表
）
を
描
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
が
、
ど
う
し
て
流
暢
な
会
話
に
到
達
す
る
で
し
ょ
う
。」（
26
）

シ
ュ
メ
ー
ル
語
の

修
得
の
能
力
が
会
話
や
演
説
に
と
っ
て
も
必
要
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
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3

一
群
の
エ
ア
（E

A

）
語
彙
集

こ
の
段
階
で
は
表
語
文
字
集
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
種
の
語
彙
集
の
目
的
は
簡
単
な
楔
形
文
字
に
そ
の

読
み
と
ア
ッ
カ
ド
語
の
意
味
を
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
短
縮
板
は
エ
ア
＝
ナ
ー
ク
（E

A
=

nâqu

）
と
呼
ば
れ
、
八
つ
の

粘
土
板
に
二
四
〇
〇
項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
元
々
の
語

彙
集
ア
ア
＝
ナ
ー
ク
（A

A
=

nâqu)

は
シ
ュ
メ
ー
ル
語
と
ア
ッ
カ
ド
語
に
よ
る
音
節
文
字
表
で
あ
り
、
四
二
の
書
板
に

お
よ
そ
一
四
〇
〇
〇
も
の
項
目
を
有
す
る
膨
大
な
リ
ス
ト
で
あ
る
。
シ
ュ
メ
ー
ル
語
（
表
語
文
字
）
の
読
み
方
と
ア
ッ
カ

ド
語
（
音
節
文
字
）
の
意
味
が
示
さ
れ
て
い
る
。
語
彙
リ
ス
トA

A
=

nâqu

は
前
十
二
世
紀
頃
に
標
準
化
さ
れ
た
が
、
あ

ま
り
の
膨
大
な
語
彙
の
ゆ
え
に
、
縮
約
版
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
れ
がE

A
=

nâqu

語
彙
集
で
あ
る
。
最
も
よ
く
整
っ
て
い

る
例
を
引
用
し
よ
う
。

ga-na
G

Á
N

ga-nu-u
eq-lu

ka-ra
K

Á
R

ga-na-te-m
u

na-pa-hu
s̆a

m
ê

ri-ib
K

A
L

gu-ru-s̆u
s̆u-tu-qu

左
か
ら
「
読
み
」（
発
音
）
はgana

でG
A

N

は
「
シ
ュ
メ
ー
ル
語
に
よ
る
楔
形
表
語
文
字
」
を
表
し
、ganû

と
呼
ば

れ
、「
ア
ッ
カ
ド
語
の
意
味
は
」eqlu

〝
耕
地
〞
で
あ
る
。
他
の
二
項
目
は
順
に
、〝
き
ら
め
く
〞（
原
意
は
水
の
光
）、〝
勝

る
〞
を
意
味
す
る
。
今
日
の
類
語
辞
典
に
近
い
。
シ
ュ
メ
ー
ル
語
の
楔
形
文
字
は
一
文
字
か
ら
構
成
さ
せ
る
単
語
（
表
語

文
字
）
で
あ
る
た
め
、
セ
ム
人
（
ア
ッ
カ
ド
語
）
が
楔
形
文
字
を
採
用
す
る
さ
い
、
音
節
文
字
で
表
記
し
、
学
習
す
る
必
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要
が
あ
っ
た
。

こ
の
種
の
語
彙
リ
ス
ト
の
前
史
に
プ
ロ
ト
・
エ
ア
と
呼
ば
れ
も
の
が
あ
り
、E

A
=

nâqu

の
原
型
と
さ
れ
て
い
る
。

文
字
の
形
態
、
つ
ま
り
楔
形
文
字
の
ス
ト
ロ
ー
ク
を
形
態
順
に
並
べ
た
リ
ス
ト
で
あ
る

（
27
）。

同
種
の
最
も
古
い
例
は
、

初
期
王
朝
時
代
第
三
期
フ
ァ
ラ
時
代
（
前
二
六
〇
〇
年
頃
）
に
ま
で
遡
及
す
る
。
語
彙
集
と
は
い
え
、
単
に
表
語
文
字
だ

け
が
並
列
さ
れ
て
い
て
、
発
音
す
ら
指
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。
既
に
こ
の
頃
の
話
し
こ
と
ば
は
ア
ッ
カ
ド
語
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
意
味
は
ほ
と
ん
ど
訳
出
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
教
育
方
針
に
求
め
ら
れ
る
。
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ

ア
の
学
校
の
学
習
シ
ス
テ
ム
は
後
述
す
る
と
し
て
、
当
時
の
学
校
で
は
教
師
が
楔
形
文
字
（
シ
ュ
メ
ー
ル
語
語
彙
リ
ス
ト
）

の
読
み
方
（
発
音
）
や
意
味
を
口
頭
で
説
明
し
、
生
徒
は
そ
れ
を
い
わ
れ
た
通
り
暗
記
し
、
口
頭
で
ア
ッ
カ
ド
語
に
翻
訳

す
る
と
い
う
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
。

4

デ
ィ
リ
・
シ
・
ア
＝
ア
ト
ゥ
ル
（D

IR
I:SI.A

=
atru

）
語
彙
集

目
的
と
し
て
は
エ
ア
語
彙
集
に
類
似
し
て
い
る
。
表
記
方
法
もA

A
=

nâqu

に
類
似
し
て
い
る
が
項
目
が
複
合
語
で
あ

る
点
で
異
な
る
。
そ
の
読
み
が
個
々
の
表
語
文
字
か
ら
で
は
類
推
で
き
な
い
複
合
表
語
文
字
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
一
つ
の
表
語
文
字
ば
か
り
で
な
く
、
い
く
つ
か
の
表
語
文
字
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
語
の
語
彙
集
で
あ
る
。

D
IR

I:SI.A
=

atru

は
六
の
書
板
に
約
二
一
〇
〇
の
項
目
を
も
つ
。

ご
く
僅
か
で
あ
る
が
、
重
複
や
限
定
詞
の
あ
る
も
の
と
欠
落
し
て
い
る
も
の
も
含
ま
れ
る
。

5

語
彙
リ
ス
ト

（
28
）：

ウ
ル
ラ
＝
フ
ブ
ル
（U

R
s -ra

=
hubullu

）
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な
か
で
も
主
要
な
教
育
的
語
彙
集
は
、
ウ
ル
ラ
＝
フ
ブ
ル
（U

R
s -ra

ま
た
はA

a.H
A

R
-ra

=
hubullu

）
で
、
二
四
の
書

板
か
ら
な
る
シ
リ
ー
ズ
も
の
で
あ
る
。
お
よ
そ
九
七
〇
〇
の
項
目
を
も
つ
百
科
事
典
的
リ
ス
ト
で
あ
る
。
前
述
し
た
ウ
ル

ク
出
土
の
最
古
の
粘
土
板
文
書
の
中
に
も
類
似
す
る
語
彙
リ
ス
ト
、
つ
ま
り
生
徒
の
練
習
板
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。

項
目
の
序
列
に
つ
い
て
整
合
性
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
明
ら
か
に
意
味
論
的
・
主
題
別
に
分
類
さ
れ
て
い

る
。
一
〇
〇
〇
〇
項
目
に
近
い
語
彙
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
当
時
の
都
市
社
会
が
既
に
成
熟
し
て
い
た
文
化
生
活
を

営
み
、
整
備
さ
れ
た
官
僚
制
度
体
制
の
存
在
を
前
提
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

書板　　　　　　　　内容

第I-II 法律・行政に関わる術語

第III 樹木

第IV-VII 木製品

第VIII-IX 葦と葦製品

第X 土器と粘土

第XI 皮と皮革製品、銅

第XII 青銅、銀、金

第XIII 家畜

第XIV 野生動物

第XV 肉の部位

第XVI 石材

第XVII 食物と野菜

第XＶIII 魚と鳥

第XIV 織物

第XＸ-XXII 地名と星

第XＸ 食べ物と飲み物
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6

そ
の
他

主
題
別
な
語
彙
集
と
し
て
ル
＝
シ
ャ
（LU

=
s̆a

）
が
あ
る
。
四
枚
の
書
板
に
職
業
に
関
わ
る
も
の
、
血
族
関
係
に
関

す
る
も
の
、
様
々
な
人
間
活
動
に
関
す
る
も
の
等
、
お
よ
そ
一
三
〇
〇
項
目
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

シ
グ
　
ア
ラ
ン
＝
ナ
ブ
ニ
ト
ゥ
（SIG

7 .A
LA

N
=

nabnitu

）
は
セ
ム
語
語
根
の
語
形
成
に
順
じ
て
配
列
さ
れ
た
、
語

源
的
シ
ュ
メ
ー
ル
語
・
ア
ッ
カ
ド
語
語
彙
集
で
、
三
二
の
書
板
に
お
よ
そ
一
〇
五
〇
〇
項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

エ
リ
ム
フ
シ
ュ
＝
ア
ナ
ン
ト
ゥ
（E

R
IM

H
U

Š
=

anantu

）
と
ア
ン
タ
ガ
ル
＝
シ
ャ
ク
ー
（A

N
T

A
G

A
L

=
s̆aqû

）
は

三
つ
の
語
群
に
つ
い
て
同
意
語
な
い
し
意
味
上
関
連
す
る
項
目
を
記
載
し
た
リ
ス
ト
で
あ
る
。

語
彙
集
に
は
一
言
語
（
シ
ュ
メ
ー
ル
語
の
み
）
に
よ
る
も
の
、
二
言
語
併
用
（
シ
ュ
メ
ー
ル
語
・
ア
ッ
カ
ド
語
）
に
よ

る
も
の
が
基
本
で
あ
る
が
、
三
言
語
併
用
（
シ
ュ
メ
ー
ル
語
、
ア
ッ
カ
ド
語
、
ヒ
ッ
タ
イ
ト
語
）
や
四
言
語
併
用
（
シ
ュ

メ
ー
ル
語
、
ア
ッ
カ
ド
語
、
ウ
ガ
リ
ッ
ト
語
、
フ
ル
リ
語
）
の
も
の
も
認
め
ら
れ
る
。

僅
か
な
が
ら
文
法
に
関
す
る
練
習
や
手
続
き
上
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。
前
一
八
世
紀
に
は
シ
ュ
メ
ー
ル
語
テ
キ
ス
ト
を

ア
ッ
カ
ド
語
に
翻
訳
す
る
さ
い
、
あ
る
い
は
新
し
い
シ
ュ
メ
ー
ル
語
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
さ
い
に
役
立
つ
、
広

範
囲
に
わ
た
る
動
詞
の
語
形
変
化
表
も
残
さ
れ
て
い
る
。
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
時
代
に
な
る
と
文
法
的
諸
要
素
、
例
え
ば
接

辞
に
関
す
る
リ
ス
ト
も
現
れ
る
。

Ｂ
　
法
律
用
語
や
書
簡
に
か
か
わ
る
教
育

エ
ド
ゥ
バ
で
は
言
語
教
育
に
お
け
る
語
彙
集
の
習
得
と
と
も
に
専
門
職
に
向
け
た
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
ひ
と

つ
がana

ittis̆u

で
、
律
法
、
法
律
、
行
政
に
関
す
る
用
語
に
関
す
る
名
文
集
で
あ
る
。
こ
れ
は
シ
ュ
メ
ー
ル
語
で
書
か
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れ
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
語
の
翻
訳
付
き
で
あ
っ
た
。
イ
シ
ン
に
お
け
る
有
名
な
殺
人
罪
で
起
訴
さ
れ
た
人
の
公
判
が
古
バ
ビ
ロ

ニ
ア
の
エ
ド
ゥ
バ
で
使
用
さ
れ
た
。
判
例
集
の
縮
小
版
で
あ
る
「
契
約
に
関
す
る
雛
形
」
も
エ
ド
ゥ
バ
で
教
え
ら
れ
て
い

た
。
い
わ
ゆ
る
法
典
も
学
習
さ
れ
て
い
た
。
リ
ピ
ッ
ト
・
イ
シ
ュ
タ
ル
、
エ
シ
ュ
ヌ
ン
ナ
、
ハ
ン
ム
ラ
ビ
法
典
の
コ
ピ
ー

や
断
片
が
エ
ド
ゥ
バ
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
法
律
用
語
や
法
典
の
存
在
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
裁
判
手
続
き
が
組
織
的
に

実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
弁
護
士
に
相
当
す
る
書
記
の
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
不
明
で
は
あ
る

が
、
法
律
用
語
の
な
か
に
将
来
の
職
種
と
し
て
裁
判
官

（
29
）

の
書
記
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
化
の

特
徴
の
ひ
と
つ
は
そ
の
風
土
と
文
字
の
誕
生
に
よ
っ
て
都
市
国
家
の
成
立
と
と
も
に
法
と
契
約
に
よ
る
支
配
が
徹
底
し
て

い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
書
記
学
校
に
お
い
て
も
法
律
や
行
政
に
関
す
る
用
語
の
学
習
は
必
須
で
あ
っ
た

の
で
あ
る

（
30
）。

書
簡
の
作
成
も
エ
ド
ゥ
バ
で
教
え
ら
れ
た
。
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
エ
ド
ゥ
バ
で
は
生
徒
は
書
記
の
母
語
で
あ
る
バ
ビ
ロ
ニ

ア
語
で
手
紙
を
書
く
訓
練
も
受
け
て
い
た
。
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
語
の
書
簡
体
で
練
習
を
し
た
粘
土
板
が
ニ
ッ
プ
ル
、
シ
ッ
パ

ル
、
ウ
ル
等
で
発
見
さ
れ
て
い
る

（
31
）。

Ｃ
　
数
学
と
測
量

数
学
用
語
が
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
エ
ド
ゥ
バ
　
テ
キ
ス
ト
に
認
め
ら
れ
る
。
エ
ド
ゥ
バ
で
実
施
さ
れ
た
試
験
に
関
す
る
テ

キ
ス
ト
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
今
日
こ
の
種
の
テ
キ
ス
ト
はA

〜D
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
はE

xam
ination

T
extA

（
32
）

と
し
て
知
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
を
取
り
上
げ
る
。
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（
1
）
書
記
は
生
徒
に
試
験
を
実
施
し
て
、（
言
わ
れ
た
）。

（
2
）「
教
授
陣
を
前
に
、
エ
ド
ゥ
バ
の
中
庭
で
、

（
3
）
わ
た
し
の
足
下
に
座
り
な
さ
い
。
わ
た
し
は
お
ま
え
に
あ
る
こ
と
を
言
お
う
。
そ
し
て
お
ま
え
は
わ
た
し
に

報
告
す
る
だ
ろ
う
。

（
3a
）
…
わ
た
し
は
お
ま
え
に
言
お
う
。
そ
し
て
お
ま
え
は
わ
た
し
の
耳
を
開
く
だ
ろ
う
。

（
4
）
子
ど
も
の
頃
か
ら
お
ま
え
が
成
人
す
る
ま
で
、
お
ま
え
は
エ
ド
ゥ
バ
に
座
っ
て
き
た
。

（
5
）
（
し
か
し
）
お
ま
え
は
学
習
し
て
き
た
書
記
術
の
〝
記
号
〞
を
知
ら
な
い
。

（
5a
）
書
記
術
を
お
ま
え
は
学
習
し
て
き
た
。
し
か
し
、
お
ま
え
は
お
ま
え
の
〝
記
号
〞
を
知
ら
な
い
〞。

（
6
）「
何
を
わ
た
し
は
知
ら
な
い
の
で
す
か
。」

（
7
）「
何
を
お
ま
え
は
知
っ
て
い
る
の
か
。」

（
8
））「
さ
あ
、
わ
た
し
は
お
ま
え
に
質
問
し
よ
う
。
お
ま
え
は
わ
た
し
に
話
す
だ
ろ
う
。
わ
た
し
は
あ
る
こ
と
を
言

お
う
。
そ
し
て
お
ま
え
は
答
え
る
だ
ろ
う
。」

（
9
）「
お
訊
き
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
わ
た
し
は
あ
な
た
に
言
い
ま
す
。
お
話
し
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、

あ
な
た
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。」

（
10
）「
お
ま
え
は
わ
た
し
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
。」

（
11
）「
ど
う
し
て
あ
な
た
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
望
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。」

（
12
）「
書
記
術
の
始
ま
り
は
（
楔
形
文
字
の
）
一
画
で
す
。
こ
れ
は
六
つ
の
（
異
な
る
）
意
味
が
あ
り
ま
す
。（
ま
た

数
を
意
味
す
る
）
六
〇
で
す
。
お
ま
え
は
（
こ
の
一
画
）
の
名
称
を
知
っ
て
い
る
か
。」
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（
13
）「
お
ま
え
が
〝
秘
め
事
〞
に
つ
い
て
シ
ュ
メ
ー
ル
語
で
学
習
し
て
き
た
全
て
を
、
お
ま
え
は
ど
う
説
明
す
る
か

知
っ
て
い
る
か
。

（
14
）
お
ま
え
は
知
っ
て
い
る
か
。
翻
訳
、
置
き
換
え

（
33
）、

ア
ッ
カ
ド
語
の
接
頭
辞
、
シ
ュ
メ
ー
ル
語
の
接
尾
辞
、

ア
ッ
カ
ド
語
の
接
尾
辞
、
シ
ュ
メ
ー
ル
語
の
接
頭
辞
を
。

（
15
）
お
ま
え
は
知
っ
て
い
る
か
。
シ
ュ
メ
ー
ル
語
の
同
意
語
、
反
意
語
、
拘
束
（
語
）（
34
）

を
。
…
ア
ッ
カ
ド
語
の

三
組
、
そ
し
て
一
致
し
て
い
な
い
も
の
を
い
か
に
し
て
調
和
さ
せ
る
か
を
。

（
16
）
お
ま
え
は
知
っ
て
い
る
か
。
未
来
形
、
現
在
形
、
過
去
形
、
逆
形
、
挿
入
辞
、m

arû

、ham
û

（
35
）

が
何
で
あ

る
か
を
。

（
16a
）
お
ま
え
は
知
っ
て
い
る
か
。
未
来
形
、
現
在
形
、
過
去
形
、
逆
形
、
挿
入
辞
、m

arû

、ham
û

…
が
何
で
あ

る
か
を
。

（
17
）
お
ま
え
は
知
っ
て
い
る
か
。
わ
た
し
と
、
お
ま
え
と
、
彼
ら
…

（
36
）。

（
18
）
お
ま
え
は
知
っ
て
い
る
か
。
書
記
術
の
粘
土
板
は
…
ア
ッ
カ
ド
語
、
上
の
も
の
を
覆
い
、
下
の
も
の
を
見
る

こ
と
…
を
。

（
19
）
お
ま
え
は
知
っ
て
い
る
か
。
標
準
の
、
逆
順
の
、
斜
線
の
、
極
細
の
文
字
を
。

（
20
）
お
ま
え
は
知
っ
て
い
る
か
。
ア
ッ
カ
ド
語
の
対
応
す
る
シ
ュ
メ
ー
ル
語
を
。

（
21
）
お
ま
え
は
知
っ
て
い
る
か
。
奉
納
祭
司
、
浄
化
祭
司，

塗
油
祭
司
の
専
門
用
語
を
。

（
22
）
…
写
し
…
。

（
23
）
お
ま
え
は
知
っ
て
い
る
か
。
…
整
え
る
…
を
。
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（
24
）
お
ま
え
は
知
っ
て
い
る
か
。
歌
い
手
の
歌
、
英
雄
の
歌
、
呪
文
祭
司
の
歌
、
…
を
。

お
ま
え
は
知
っ
て
い
る
か
。
ど
の
よ
う
に
韻
文
を
分
節
す
る
か
を
、
…
繰
り
返
し
句
と
結
尾
を
暗
誦
す
る

か
を
。

（
25
）
お
ま
え
は
知
っ
て
い
る
か
。
多
種
多
様
な
ア
ッ
カ
ド
語
の
専
門
語
を
、
金
属
細
工
人
の
こ
と
ば
を
、
彫
刻
人

の
こ
と
ば
を
。
ま
た
お
ま
え
は
彼
ら
の
こ
と
ば
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

（
26
）
お
ま
え
は
知
っ
て
い
る
か
。
彼
が
組
み
合
わ
せ
る
〝
話
し
手
〞
の
こ
と
ば
を
、
牡
牛
飼
い
の
こ
と
ば
を
、
雌

牛
飼
い
の
こ
と
ば
を
、
船
乗
り
の
こ
と
ば
を
。
お
ま
え
は
彼
ら
の
こ
と
ば
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

（
27
）
お
ま
え
は
知
っ
て
い
る
か
。
掛
け
算
、
逆
数
、
分
数
、
係
数
、
簿
記
、
会
計
監
査
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
分
配
、

財
産
分
与
、
耕
地
分
割
を
。

（
28
）
リ
ラ
、
ハ
ー
プ
　
…
…
―
楽
器

（
37
）

の
﹇
多
様
な
部
位
﹈
を
、
あ
る
だ
け
全
部
、
お
ま
え
は
ど
の
よ
う
に
し

て
そ
れ
ら
を
名
称
に
よ
っ
て
確
認
す
る
か
知
っ
て
い
る
か
。」

（
29
）「
わ
た
し
は
こ
れ
ら
の
こ
と
は
教
授
か
ら
聞
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
…
（
そ
れ
ら
は
）
わ
た
し
の
こ
こ
ろ
に

あ
り
ま
せ
ん
。

（
30
）
あ
な
た
は
そ
れ
ら
を
わ
た
し
に
話
し
ま
せ
ん
で
し
た
、
わ
た
し
の
助
手
は
わ
た
し
に
話
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
31
）
わ
た
し
が
知
っ
て
い
る
こ
と
は
、
わ
た
し
が
あ
な
た
に
話
し
た
こ
と
で
す
。」

（
32
）「
お
ま
え
は
何
を
や
っ
て
き
た
の
か
。
そ
し
て
お
ま
え
は
な
ぜ
ず
っ
と
こ
こ
に
座
っ
て
き
た
の
か
。

（
33
）
お
ま
え
は
も
う
青
年
期
を
終
え
た
。
も
う
殆
ど
成
人
に
近
い
。

（
34
）
老
い
た
牡
牛
の
よ
う
に
、
お
ま
え
は
わ
た
し
の
教
え
に
従
わ
な
い
。
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（
35
）
枯
れ
た
麦
の
よ
う
に
、
お
ま
え
は
も
う
良
い
季
節
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
。

（
36
）
お
ま
え
と
一
緒
に
い
る
人
の
後
に
お
ま
え
は
従
わ
な
か
っ
た
。
お
ま
え
は
同
僚
た
ち
に
続
か
な
か
っ
た
。

（
37
）
知
恵
を
持
っ
て
お
ま
え
は
話
さ
な
か
っ
た
。
知
識
を
持
っ
て
お
ま
え
は
話
さ
な
か
っ
た
。

（
38
）
知
恵
の
こ
と
ば
は
お
ま
え
に
憑
い
た
病
に
似
て
い
る
。
…
。

（
39
行
欠
損
）

（
40
）
…
も
は
や
子
ど
も
で
は
な
い
。

（
41
）
ど
れ
ほ
ど
お
ま
え
は
遊
ん
で
い
る
の
か
。

（
42
）
ど
れ
ほ
ど
お
ま
え
は
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
の
か
。

（
43
）
ど
れ
ほ
ど
お
ま
え
は
…
備
え
る
の
か
。

（
44
）
ど
れ
ほ
ど
物
を
壊
し
続
け
る
の
か
。

（
45
）
ど
れ
ほ
ど
お
ま
え
は
耳
が
聞
こ
え
な
い
の
か
。

（
46
）
ど
れ
ほ
ど
お
ま
え
は
顔
を
赤
ら
め
て
い
る
の
か
。

（
47
）
…
お
ま
え
は
恐
れ
な
い
…
。

（
48
）
お
ま
え
は
頑
な
で
、
注
意
を
払
わ
な
い
。

（
49
）
お
ま
え
は
緊
張
し
て
は
な
ら
な
い
。
怠
慢
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
50
）
こ
れ
は
試
験
で
あ
る
。
お
ま
え
は
不
満
を
言
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
51
）
そ
ん
な
に
取
り
乱
す
な
。
そ
ん
な
に
咳
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
52
）
お
ま
え
の
口
の
こ
と
ば
を
…
い
っ
ぱ
い
に
し
て
は
な
ら
な
い
。



066

（
53
）
お
ま
え
の
耳
が
門
に
向
け
ら
れ
た
い
よ
う
に
。

（
54
）
座
り
な
さ
い
。
そ
し
書
記
術
に
つ
い
て
は
謙
虚
で
あ
り
な
さ
い
。

（
55
）
昼
も
夜
も
お
ま
え
の
こ
こ
ろ
を
そ
れ
（
書
記
術
）
に
関
心
を
向
け
な
さ
い
。

（
56
）
書
記
術
は
幸
運
で
あ
る
。
書
記
は
王
宮
の
天
使
を
も
つ
。

（
57
）
彼
と
共
に
、
…
輝
く
眼
差
し
、
そ
し
て
…
王
宮
に
達
す
る
。」

こ
の
テ
キ
ス
ト
の
約
半
分
ほ
ど
、
つ
ま
り
一
行
か
ら
二
〇
行
ほ
ど
は
言
語
教
育
に
係
わ
る
対
話
に
割
か
れ
て
い
る
。
続

い
て
多
種
多
様
な
職
業
の
専
門
用
語
の
学
習
に
言
及
し
て
い
る
（
二
一
行
、
二
五
行
〜
二
六
行
）。
数
学
や
測
量
に
つ
い
て

は
「
お
ま
え
は
知
っ
て
い
る
か
。
掛
け
算
、
逆
数
、
分
数
、
係
数
、
簿
記
、
会
計
監
査
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
分
配
、
財
産

分
与
、
耕
地
分
割
を
（
27
行
）」
に
明
瞭
で
あ
る

（
38
）。

夥
し
い
数
の
経
済
行
政
文
書
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら

か
の
よ
う
に
、
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
は
す
で
に
高
度
な
官
僚
機
構
が
確
立
し
て
い
た
。
諸
都
市
の
経
済
活
動
は
活
発
で
あ

り
、
会
計
帳
簿
を
正
確
に
管
理
で
き
る
多
く
の
専
門
家
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
土
地
や
耕
地
な
ど
の
不
動
産
取

引
や
課
税
の
基
礎
と
な
る
諸
土
地
の
測
量
も
必
要
条
件
の
一
つ
で
る
。
諸
工
芸
品
に
携
わ
る
職
人
た
ち
も
相
応
の
数
学
の

知
識
が
必
携
で
あ
る
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。

Ｃ
　
音
楽
教
育

音
楽
教
育
も
エ
ド
ゥ
バ
に
お
け
る
重
要
な
教
育
で
あ
っ
た
。
前
項
の
『
試
験
テ
キ
ス
ト
Ａ
』
に
お
い
て
様
々
な
歌
が
歌

わ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。「
お
ま
え
は
知
っ
て
い
る
か
。
歌
い
手
の
歌
、
英
雄
の
歌
、
呪
文
祭
司
の
歌
、
…
を
。
お
ま
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え
は
知
っ
て
い
る
か
。
ど
の
よ
う
に
韻
文
を
分
節
す
る
か
を
、
…
繰
り
返
し
句
と
結
尾
を
暗
誦
す
る
か
を
（
24
行
）」。
こ

こ
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
歌
は
宮
殿
や
神
殿
に
仕
え
る
祭
司
の
歌
唱
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
当
然
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
恋
愛

歌
な
ど
の
世
俗
的
歌
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
書
記
た
ち
は
一
般
民
衆
の
レ
ベ
ル
で
の
活
動
に
は
ほ
ぼ
関
わ
ら
な
か
っ
た
。

彼
ら
の
職
種
は
確
か
に
多
様
で
あ
っ
た
が
、
所
詮
専
門
職
に
携
わ
る
官
僚
（
こ
こ
で
は
祭
司
）
の
域
を
出
な
か
っ
た
。「
リ

ラ
、
ハ
ー
プ
　
…
…
―
楽
器
の
﹇
多
様
な
部
位
﹈
を
、
あ
る
だ
け
全
部
、
お
ま
え
は
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
ら
を
名
称
に

よ
っ
て
確
認
す
る
か
知
っ
て
い
る
か
（
28
行
）」。
リ
ラ
（
竪
琴
）、
ハ
ー
プ
、
リ
ュ
ー
ト
な
ど
の
弦
楽
器
の
他
、
太
鼓
、
角

笛
ラ
ッ
パ
な
ど
の
楽
器
が
使
用
さ
れ
た

（
39
）。

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
は
合
唱
に
楽
器
の
伴
奏
が
就
い
て
い
て
、
踊
り
子
の
ダ

ン
ス
も
加
わ
り
、
さ
な
が
ら
今
日
風
の
オ
ペ
ラ
の
上
演
と
類
似
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
祝
祭
、
葬
送
儀
礼
に
音
楽
は
欠
か

せ
な
か
っ
た
。
ア
キ
ト
ゥ
新
年
祭
な
ど
の
式
文

（
40
）

に
お
い
て
第
四
日
目
に
天
地
創
世
神
話
（
エ
ヌ
マ
・
エ
リ
シ
ュ
）
が

朗
誦
さ
れ
、
オ
ペ
ラ
風
に
上
演
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

Ｄ
　
エ
ド
ゥ
バ
に
関
す
る
対
話
テ
キ
ス
ト

シ
ュ
メ
ー
ル
文
学
に
は
対
話
形
式
を
取
る
文
学
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
。
ア
ダ
ミ
ン
・
ド
ゥ
ッ
ガ
（adam

in-du
11 -ga

）
と

呼
ば
れ
、
大
抵
は
お
互
い
が
言
い
争
い
自
分
の
長
所
な
ど
を
主
張
し
合
う
形
式
を
も
つ
。
既
に
前
述
し
た
テ
キ
ス
ト
の
殆

ど
も
対
話
形
式
で
残
さ
れ
た
文
学
で
あ
る
。
エ
ド
ゥ
バ
の
学
校
教
育
に
典
型
的
な
対
話
テ
キ
ス
ト
を
三
例
取
り
上
げ
、
エ

ド
ゥ
バ
に
お
け
る
教
育
生
活
を
更
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
対
話
は
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
の
学
校
の
構
成
、

そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
成
果
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
。
選
ば
れ
た
三
編
の
対
話
は
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
を
も
ち
、
書

記
と
し
て
の
技
術
や
知
性
を
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
皮
肉
や
冗
談
と
織
り
交
ぜ
な
が
ら
書
か
れ
た
文
学
と
し
て
も
興
味
深
い

（
41
）。
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『
二
人
の
書
記
の
対
話
』

明
ら
か
に
二
人
の
書
記
う
ち
一
方
は
他
方
よ
り
先
輩
（s̆es̆

gal
“B

ig
B

rother”

）（
42
）

で
あ
る
。
両
者
の
間
の
競
い
合

い
が
対
話
形
式
で
展
開
さ
れ
る
。
書
記
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
点
で
際
だ
つ
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

ギ
リ
ネ
・
イ
サ
グ

（
1
）「
お
い
、
お
ま
え
、
今
日
、
わ
た
し
た
ち
の
粘
土
板
の
裏
に
何
を
書
こ
う
か
ね
。」

エ
ン
キ
・
マ
ン
ス
ム

（
2
）「
今
日
、
わ
た
し
た
ち
の
授
業
で
は
一
語
さ
え
書
い
て
い
ま
せ
ん
。」

ギ
リ
ネ
・
イ
サ
グ

（
3
）「
で
も
、
あ
と
で
先
生
は
確
か
に
知
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
を
怒
る
で
し
ょ
う
、
お
ま
え
の
せ
い
で
。

（
4
）
彼
（
＝
先
生
）
に
な
ん
と
言
お
う
か
。」

エ
ン
キ
・
マ
ン
ス
ム

（
5
）「
さ
あ
、
お
出
で
く
だ
さ
い
。
私
は
書
き
た
い
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
わ
た
し
が
課
題
を
出
し
ま
し
ょ
う
。」

ギ
リ
ネ
・
イ
サ
グ

（
6
）「
お
ま
え
が
わ
た
し
に
課
題
を
出
し
て
も
、
わ
た
し
は
お
ま
え
の
助
手
（B

ig
B

rother

）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
7
）
ど
う
し
て
お
ま
え
は
わ
た
し
の
助
手
と
し
て
の
身
分
を
侵
害
す
る
の
か
。

（
8
）
わ
た
し
は
書
記
術
に
お
い
て
は
秀
で
る
も
の
と
な
っ
た
。
助
手
の
務
め
は
怠
り
無
く
果
た
し
て
い
る
。

（
9
）
お
ま
え
は
理
解
が
遅
く
、
聞
く
こ
と
も
難
し
い
。
学
校
で
は
お
ま
え
は
た
だ
の
見
習
い
に
過
ぎ
な
い
。
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（
10
）
お
ま
え
は
書
記
術
に
耳
を
貸
さ
ず
、
シ
ュ
メ
ー
ル
語
に
は
黙
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

（
11
）
お
ま
え
の
手
は
自
由
が
き
か
ず
、
筆
記
用
葦
に
は
向
い
て
い
な
い
。

（
12
）
粘
土
板
に
も
向
い
て
い
な
い
。（
お
ま
え
）
の
手
は
口
に
つ
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
13
）
お
ま
え
は
わ
た
し
の
よ
う
な
書
記
で
あ
り
え
よ
う
か
。」

エ
ン
キ
・
マ
ン
ス
ム

（
14
）「
ど
う
し
て
わ
た
し
は
あ
な
た
の
よ
う
な
書
記
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。」

（
15
〜
18
行
は
欠
損
あ
る
い
は
断
片
的
）

ギ
リ
ネ
・
イ
サ
グ

（
19
）「
お
ま
え
は
粘
土
板
に
書
い
た
が
、
そ
の
意
味
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
20
）
お
ま
え
は
手
紙
を
書
い
た
が
、
そ
れ
が
お
ま
え
の
限
界
だ
。

（
21
）
行
っ
て
地
所
を
区
分
け
し
な
さ
い
。
と
こ
ろ
が
、
お
ま
え
は
地
所
を
区
分
け
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
22
）
行
っ
て
耕
地
を
分
与
し
な
さ
い
。
と
こ
ろ
が
、
お
ま
え
は
紐
と
棒
を
的
確
に
留
め
置
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
23
）
耕
地
の
杭
を
お
ま
え
は
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
お
ま
え
は
そ
の
形
状
が
分
か
ら
な
い
。

（
24
）
し
た
が
っ
て
、
不
当
な
取
り
扱
い
を
受
け
た
人
が
喧
嘩
を
し
て
も
、
お
ま
え
は
平
和
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で

き
な
い
。

（
25
）
か
わ
り
に
、
お
ま
え
は
兄
弟
が
兄
弟
を
攻
撃
す
る
ま
ま
に
し
て
お
く
。

（
26
）
書
記
た
ち
の
中
で
、
お
ま
え
だ
け
が
粘
土
に
向
か
な
い
。

（
27
）
お
ま
え
は
何
に
む
い
て
い
る
か
。
誰
か
﹇
教
え
て
く
れ
る
者
﹈
は
い
る
だ
ろ
う
か
。」



070

エ
ン
キ
・
マ
ン
ス
ム

（
28
）「
ど
う
し
て
わ
た
し
に
は
何
も
と
り
え
が
無
い
の
で
す
か
。

（
29
）
行
っ
て
地
所
を
区
分
け
す
る
と
き
、
わ
た
し
は
そ
れ
を
区
分
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
30
）
行
っ
て
耕
地
を
分
与
す
る
と
き
、
わ
た
し
は
そ
れ
ら
を
分
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
31
）
で
す
か
ら
、
不
当
な
取
り
扱
い
を
受
け
た
人
が
喧
嘩
を
し
た
な
ら
、
わ
た
し
は
彼
ら
の
心
を
静
め
﹇
…
﹈。

（
32
）
兄
弟
は
兄
弟
と
平
和
で
、
彼
ら
の
心
は
﹇
…
﹈。」

（
33
〜
58
行
は
欠
損
あ
る
い
は
断
片
的
）

ギ
リ
ネ
・
イ
サ
グ
（
？
）

（
59
）「
機
織
娘
の
日
ご
と
の
割
り
当
て
を
足
し
た
り
引
い
た
り
す
る
こ
と
、

（
60
）
ま
た
見
習
い
金
属
細
工
人
の
仕
上
げ
の
順
序
に
つ
い
て
、
わ
た
し
は
そ
の
手
順
を
知
っ
て
い
る
。

（
61
）
わ
た
し
の
父
は
シ
ュ
メ
ー
ル
語
を
話
し
ま
す
。
わ
た
し
は
書
記
の
息
子
だ
。

（
62
）
で
も
、
お
ま
え
は
卑
し
む
べ
き
者
、
無
教
養
な
人
の
息
子
だ
。

（
63
）
お
ま
え
は
粘
土
板
の
形
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
練
習
用
の
粘
土
板
を
捏
ね
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

（
64
）
お
ま
え
は
自
分
の
名
前
す
ら
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
粘
土
は
お
ま
え
の
手
に
相
応
し
く
な
い
。

（
65
）
叩
き
切
る
の
は
お
止
め
な
さ
い
。
お
ま
え
が
巧
み
に
使
っ
て
い
る
の
は
鍬
な
の
か
。

（
66
）
抜
け
目
な
い
愚
か
者
、
お
ま
え
の
耳
を
覆
い
な
さ
い
、
そ
れ
ら
を
覆
い
な
さ
い
。

（
67
）
わ
た
し
が
話
し
て
い
る
と
き
、
お
ま
え
は
シ
ュ
メ
ー
ル
語
を
話
す
ふ
り
を
し
て
い
る
の
か
。」

エ
ン
キ
・
マ
ン
ス
ム
（
？
）
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（
68
）「
ど
う
し
て
あ
な
た
は
わ
た
し
に
『
お
ま
え
の
耳
を
覆
い
な
さ
い
、
そ
れ
ら
を
覆
い
な
さ
い
』
と
何
度
も
繰
り

返
え
さ
れ
る
の
で
す
か
。」

（
68
〜
133
行
は
断
片
的
）

（
134
）「
ど
う
し
て
あ
な
た
は
こ
の
よ
う
に
振
舞
う
の
で
す
か

（
43
）。

（
135
）
ど
う
し
て
あ
な
た
は
互
い
に
押
し
合
う
の
で
す
か
。
互
い
に
向
か
っ
て
侮
辱
を
投
げ
つ
け
合
う
の
か
。

（
136
）
あ
な
た
は
学
校
で
大
声
を
上
げ
ま
す
。

（
137
）
わ
た
し
は
要
求
ど
お
り
シ
ュ
メ
ー
ル
語
を
教
え
て
き
ま
し
た
。」

（
138
〜
139
行
は
断
片
的
）

（
140
）「
ず
っ
と
昔
の
過
ぎ
去
っ
た
日
々
の
こ
と
、
あ
な
た
が
さ
ら
に
打
た
れ
、
そ
し
て
﹇
…
﹈
た
時
も
、

（
141
）（
こ
の
よ
う
に
）
叫
び
声
は
わ
た
し
に
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
142
）
な
ぜ
、
あ
な
た
の
〝
助
手
〞
で
あ
る
彼
に
。

（
143
）
誰
が
あ
な
た
よ
り
書
記
術
に
つ
い
て
も
っ
と
知
っ
て
い
ま
し
ょ
う
か
。

（
144
）
ど
う
し
て
あ
な
た
は
彼
に
そ
こ
ま
で
横
柄
に
話
し
、

（
145
）
そ
し
て
彼
を
呪
い
、
か
つ
侮
辱
す
る
の
で
す
か
。」

（
146
）
何
事
も
知
る
教
師
は

（
44
）

（
147
）
顔
を
し
か
め
、
厳
め
し
く
『
好
き
勝
手
に
す
る
が
い
い
』（
と
言
わ
れ
る
）。

ギ
リ
ネ
・
イ
サ
グ
（
？
）

（
148
）「
も
し
わ
た
し
が
ほ
ん
と
う
に
好
き
勝
手
に
で
き
た
と
し
た
ら
、
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（
149
）
そ
れ
に
お
ま
え
の
よ
う
に
振
舞
い
、
彼
の
〝
助
手
〞
を
攻
撃
す
る
者
は
、

（
150
）
わ
た
し
は
彼
を
鞭
で
六
〇
回
打
っ
た
後
で
、

（
151
）
彼
の
足
に
足
か
せ
し
、

（
152
）
彼
を
家
に
監
禁
し
た
の
で
、
彼
は
二
ヶ
月
間
も
外
出
で
き
な
い
。

（
153
）
お
ま
え
（
あ
る
い
は
彼
）
の
悪
事
は
確
か
に
い
ま
だ
償
わ
れ
て
い
な
い
。」

（
154
）
今
日
以
降
彼
ら
の
眼
は
（
憎
し
み
）
の
眼
差
し
で
見
つ
め
る
。

（
155
）
人
は
他
者
に
意
地
悪
く
振
舞
う
。

（
156
）
兄
弟
は
兄
弟
と
争
い
、
彼
に
挑
戦
す
る
。

（
157
）
口
論
し
て
い
る
エ
ン
キ
・
マ
ン
ス
ム
と
ギ
リ
ネ
・
イ
サ
グ
に
、
彼
ら
両
者
に
、

（
158
）
先
生
が
公
正
な
判
断
を
下
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
159
）
ニ
サ
バ
を
誉
め
称
え
よ
。

『
監
督
者
と
書
記
の
対
話
』

前
述
の
テ
キ
ス
ト
に
見
ら
れ
る
先
輩
（
助
手
）
と
後
輩
の
口
論
と
異
な
り
、
こ
こ
で
は
先
輩
で
は
な
く
、
監
督
官

（U
G

U
LA

）
と
書
記
の
対
話
で
あ
る
。

（
監
督
官
）

（
1
）「（
か
つ
て
の
）
生
徒
よ
、
こ
ち
ら
に
お
い
で
、
早
く
わ
た
し
の
と
こ
ろ
に
お
い
で
。

（
2
）
わ
た
し
の
先
生
が
教
え
た
こ
と
を
、
わ
た
し
は
お
ま
え
に
教
え
よ
う
。



073 古代社会の教育

（
3
）
お
ま
え
の
よ
う
に
わ
た
し
は
か
つ
て
若
者
で
、
助
手
が
い
た
。

（
4
）﹇
先
生
﹈
は
他
の
者
か
ら
わ
た
し
を
選
ん
で
、
そ
し
て
わ
た
し
に
課
題
を
課
し
た
。

（
5
）
揺
れ
る
葦
の
よ
う
に
、
わ
た
し
は
震
え
た
。
し
か
し
わ
た
し
は
勉
学
に
専
念
し
た
。

（
6
）
わ
た
し
の
先
生
の
﹇
こ
と
ば
﹈
を
、
わ
た
し
は
忘
れ
な
か
っ
た
。
わ
た
し
は
…
…
…
か
っ
た
。

（
7
）
わ
た
し
の
助
手
は
わ
た
し
の
（
仕
事
）
の
割
り
当
て
に
大
喜
び
だ
っ
た
。

（
8
）
わ
た
し
の
謙
遜
な
態
度
は
彼
を
と
て
も
満
足
さ
せ
た
の
で
彼
は
…
話
し
た
。

（
9
）
や
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
こ
と
は
何
で
も
、
わ
た
し
は
行
な
っ
た
。
そ
し
て
す
べ
て
は
常
に
相
応
し
い
と
こ

ろ
に
落
ち
着
い
た
。

（
10
）
彼
の
忠
告
か
ら
愚
か
者
だ
け
が
離
れ
る
。

（
11
）
彼
は
粘
土
の
上
の
わ
た
し
の
手
を
適
切
に
指
導
し
、
そ
し
て
わ
た
し
に
真
っ
直
ぐ
な
線
を
維
持
さ
せ
た
。

（
12
）
彼
は
す
べ
て
の
言
葉
に
た
い
し
て
わ
た
し
の
口
を
開
き
、
彼
は
わ
た
し
に
（
折
に
適
っ
た
）
助
言
を
指
示
さ

れ
た
。

（
13
）
彼
は
正
確
に
課
題
を
果
た
し
た
彼
の
基
準
で
も
っ
て
わ
た
し
の
眼
を
満
た
し
た
。

（
14
）
熱
意
は
選
任
さ
れ
た
も
の
分
け
前
で
あ
る
。
時
の
浪
費
は
恥
ず
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

（
15
）
勉
学
の
場
に
遅
れ
る
彼
は
、
彼
の
義
務
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
16
）
人
は
自
分
の
知
識
を
称
賛
す
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
人
の
こ
と
ば
は
掌
握
す
べ
き
で
あ
る
。

（
17
）
人
が
自
分
の
知
識
を
素
晴
ら
し
い
と
称
賛
す
る
な
ら
、
人
々
は
驚
い
て
彼
ら
の
眼
を
上
げ
る
。

（
18
）
そ
の
日
を
無
駄
に
過
ご
す
な
。
夕
刻
に
休
息
す
る
な
。
こ
の
瞬
時
に
も
勉
学
に
励
め
。
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（
19
）
卒
業
生
も
新
入
生
も
不
謹
慎
に
陥
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
20
）
…
…
お
ま
え
の
こ
と
ば
は
真
剣
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
21
）
二
度
と
、
お
ま
え
の
信
頼
を
お
ま
え
自
身
の
開
か
れ
て
い
な
い
目
に
置
く
な
。

（
22
）
そ
れ
ゆ
え
、
お
ま
え
は
大
い
に
服
従
を
蔑
視
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
人
間
ら
し
さ
の
名
誉
な
の
に
。

（
23
）﹇
謙
遜
な
人
﹈
は
平
安
な
こ
こ
ろ
を
も
ち
、
そ
の
人
の
罪
は
無
罪
と
さ
れ
る
。

（
24
）
貧
し
い
人
の
才
能
は
全
て
の
知
性
に
と
っ
て
名
誉
に
値
す
る
。

（
25
）
い
ま
だ
何
を
持
た
な
い
者
で
さ
え
、
犠
牲
の
子
羊
を
胸
に
跪
い
て
、
抱
い
て
い
る
。

（
26
）
生
存
す
る
権
力
者
た
ち
に
膝
を
屈
め
、
そ
し
て
自
分
自
身
自
制
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
私
を
満
足
さ
せ
る
こ
と

な
の
で
あ
る
。

（
27
）
こ
れ
ら
の
こ
と
を
わ
た
し
の
教
師
は
わ
た
し
に
教
え
た
の
で
あ
る
。
わ
た
し
は
そ
れ
ら
を
お
ま
え
に
復
誦
し

た
。
そ
れ
ら
を
軽
蔑
す
る
な
。

（
28
）
注
意
し
な
さ
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
こ
こ
ろ
に
受
け
と
め
な
さ
い
。
こ
の
こ
と
は
お
ま
え
の
利
益
に
な
る
こ

と
だ
ろ
う
。」

（
29
）
学
習
し
た
書
紀
は
う
や
う
や
し
く
彼
の
師
に
答
え
た
。

（
書
記
）

（
30
）「
今
あ
な
た
は
朗
誦
し
ま
し
た
、
呪
文
の
よ
う
に
。
わ
た
し
は
あ
な
た
に
そ
れ
に
返
答
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

（
31
）
そ
し
て
あ
な
た
の
牡
牛
の
よ
う
な
〝
甘
美
な
歌
〞
に
そ
の
反
論
を
（
い
た
し
ま
し
ょ
う
）。



075 古代社会の教育

（
32
）
あ
な
た
は
わ
た
し
を
無
知
に
変
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
わ
た
し
は
一
度
だ
け
答
え
ま
し
ょ
う
。

（
33
）
か
つ
て
は
子
犬
（
で
し
た
が
）、
い
ま
や
わ
た
し
の
眼
は
大
き
く
開
い
て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
人
間
ら
し
く
振

舞
っ
て
い
ま
す
。

（
34
）
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
あ
な
た
は
わ
た
し
に
規
律
を
設
け
続
け
る
の
で
す
か
。
ま
る
で
わ
た
し
が
怠
け
者
で
あ

っ
た
か
の
よ
う
に
。

（
35
）
あ
な
た
の
こ
と
ば
に
聴
く
者
た
ち
は
、
わ
た
し
を
罵
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
36
）
あ
な
た
が
わ
た
し
に
書
記
術
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
何
で
あ
れ
、
あ
な
た
に
お
返
え
し
し
て
き
ま

し
た
。

（
37
）
あ
な
た
は
わ
た
し
を
あ
な
た
の
家
族
に
指
名
し
ま
し
た
。
あ
な
た
は
一
回
な
お
ざ
り
に
し
た
こ
と
で
わ
た
し

を
非
難
で
き
ま
せ
ん
。

（
38
）
わ
た
し
は
い
つ
も
娘
奴
隷
、
奴
隷
、
と
あ
な
た
の
家
族
の
他
の
働
き
人
の
仕
事
を
割
り
振
り
し
ま
し
た
。

（
39
）
わ
た
し
は
彼
ら
の
こ
こ
ろ
を
食
べ
物
や
衣
類
と
油
の
分
け
前
で
宥
め
ま
し
た
。

（
40
）
わ
た
し
は
彼
ら
の
仕
事
の
順
序
を
割
り
当
て
ま
し
た
。（
こ
う
）
言
わ
れ
る
。

『
主
人
の
家
で
は
使
用
人
を
追
う
な
。』

（
41
）
し
か
し
毎
朝
、
わ
た
し
は
行
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
羊
の
よ
う
に
彼
ら
の
後
を
追
い
か
け
ま
し
た
。

（
42
）
あ
な
た
は
捧
げ
物
の
準
備
を
命
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
同
じ
日
に
わ
た
し
は
あ
な
た
の
た
め
に
そ
れ
を
果
た
し

ま
し
た
。

（
43
）
わ
た
し
は
専
門
家
の
よ
う
に
羊
と
祝
宴
の
準
備
を
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
あ
な
た
の
神
は
大
喜
び
で
し
た
。
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（
44
）
あ
な
た
の
神
の
舟
が
到
着
し
た
日
に
、
そ
れ
は
大
き
な
敬
意
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

（
45
）
あ
な
た
は
わ
た
し
に
耕
地
の
端
に
行
く
よ
う
命
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
労
働
は
も
う
骨
の
折
れ
る
労
苦
で
し

た
。

（
46
）
労
役
の
競
い
合
い
で
は
休
息
も
、
夜
も
、
昼
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
47
）
日
雇
い
労
働
者
た
ち
、
つ
ま
り
農
夫
の
息
子
た
ち
が
一
番
強
か
っ
た
で
す
。

（
48
）
わ
た
し
は
あ
な
た
の
耕
地
を
改
良
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
人
々
は
﹇
あ
な
た
﹈
を
称
賛
し
ま
す
。

（
49
）
そ
れ
で
も
、
上
手
く
牡
牛
に
向
く
仕
事
を
、
常
に
わ
た
し
は
も
っ
と
取
り
入
れ
ま
し
た
。
彼
ら
の
重
荷
﹇
…

…
﹈。

（
50
）
わ
た
し
の
若
か
り
し
頃
か
ら
あ
な
た
は
わ
た
し
を
監
視
し
、
そ
し
て
わ
た
し
の
や
り
方
を
点
検
し
ま
し
た
。

（
51
）
わ
た
し
は
見
事
な
金
属
の
よ
う
に
磨
か
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
よ
い
成
果
は
﹇
あ
り
ま
せ
ん
？
﹈。

（
52
）
わ
た
し
は
大
き
な
こ
と
ば
を
使
い
ま
せ
ん
、
あ
な
た
の
誤
り
で
あ
る
よ
う
な
。
わ
た
し
は
あ
な
た
に
仕
え
て

い
ま
す
。

（
53
）
自
分
を
低
く
す
る
こ
と
は
人
に
無
視
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
わ
た
し
は
（
わ
た
し
の
真
価
を
）

あ
な
た
に
明
確
に
し
た
い
の
で
す
。
こ
の
こ
と
を
学
ん
で
く
だ
さ
い
。」

（
監
督
者
）

（
54
）「
以
前
は
　
お
ま
え
は
子
ど
も
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
さ
あ
、
お
ま
え
の
頭
を
も
た
げ
な
さ
い
。

（
55
）
お
ま
え
の
手
は
成
人
に
な
っ
た
。
さ
あ
、（
お
ま
え
自
身
の
）
仕
事
を
実
行
し
な
さ
い
。）

（
56
）
こ
の
祝
福
の
祈
り
を
受
け
入
れ
な
さ
い
。﹇
幸
？
﹈
運
を
わ
た
し
は
宣
言
し
ま
し
ょ
う
。
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（
57
）
お
ま
え
の
助
言
は
わ
た
し
の
体
の
奥
ま
で
染
み
入
り
ま
し
た
。
ま
る
で
乳
と
油
を
飲
ん
だ
か
の
よ
う
に
。

（
58
）﹇
お
ま
え
の
﹈
絶
え
間
な
い
仕
事
﹇
…
…
﹈。

（
59
）
そ
の
良
い
結
果
が
不
変
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
悪
い
結
果
が
﹇
…
﹈。

（
60
）
教
師
た
ち
、
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
知
者
た
ち
が
﹇
さ
ら
に
﹈
お
ま
え
を
励
ま
し
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
。

（
61
）
こ
の
家
で
、
つ
ま
り
そ
の
主
要
な
場
で
、﹇
…
﹈
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

（
62
）
お
ま
え
の
名
前
が
栄
誉
を
も
っ
て
選
ば
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
力
と
卓
越
さ
は
﹇
…
﹈。

（
63
）
牛
飼
い
は
お
ま
え
の
愉
快
な
歌
の
﹇
た
め
に
奮
闘
す
る
﹈
こ
と
だ
ろ
う
。

（
64
）
わ
た
し
自
ら
お
ま
え
の
愉
快
な
歌
の
た
め
に
奮
闘
し
た
い
。
わ
た
し
は
﹇
…
﹈
し
た
い
。

（
65
）
教
師
は
喜
び
で
満
ち
た
こ
こ
ろ
で
お
ま
え
を
祝
福
す
る
で
し
ょ
う
。

（
66
）
お
ま
え
は
わ
た
し
の
こ
と
ば
に
耳
を
傾
け
た
若
者
だ
。
わ
た
し
の
こ
こ
ろ
は
喜
ぶ
。

（
67
）
先
生
が
お
ま
え
の
手
の
中
に
置
い
た
ニ
サ
バ
の
相
応
し
さ
が
、

（
68
）
ニ
サ
バ
の
巧
み
な
手
の
中
で
﹇
お
ま
え
を
造
ら
れ
た
﹈。
お
ま
え
の
頭
を
天
に
向
け
て
﹇
も
た
げ
よ
﹈。

（
69
）
こ
の
こ
と
が
﹇
お
ま
え
の
﹈
喜
び
の
こ
こ
ろ
を
伴
う
運
命
と
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
落
胆
を
﹇
持
ち
上
げ
﹈
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

（
70
）
エ
ド
ゥ
バ
、
全
知
の
場
所
が
あ
る
﹇
…
﹈（
45
）」

『
試
験
官
と
生
徒
の
対
話
』

口
述
試
験
の
形
式
を
取
っ
て
い
る
。
た
ぶ
ん
書
記
学
校
の
卒
業
に
必
要
と
さ
れ
た
最
終
試
験
で
あ
ろ
う
。
試
験
官
を
前
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に
し
て
生
徒
は
し
き
り
と
彼
が
就
い
て
訓
練
を
受
け
て
き
た
教
師
に
言
及
す
る
。
六
六
行
以
下
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
察
す
る

に
、
こ
の
部
分
は
中
央
の
行
政
官
を
志
望
す
る
生
徒
と
の
対
話
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
同
時
に
こ
の
行
政
職
の
候
補
者

は
一
人
で
は
な
く
、
他
に
も
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
試
験
官
と
生
徒
）

（
1
）「
若
者
よ
、
お
ま
え
が
生
徒
か
。」「
は
い
、
わ
た
し
が
生
徒
で
す
。」

（
試
験
官
）

（
2
）「
お
ま
え
が
生
徒
な
ら
、

（
３
）
お
ま
え
は
シ
ュ
メ
ー
ル
語
を
知
っ
て
い
る
か
。」

（
生
徒
）

（
4
）「
は
い
、
わ
た
し
は
シ
ュ
メ
ー
ル
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。」

（
試
験
官
）

（
5
）「
お
ま
え
は
ず
い
ぶ
ん
若
い
。
ど
う
し
て
そ
う
上
手
く
話
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。」

（
生
徒
）

（
6
）「
わ
た
し
は
絶
え
ず
わ
た
し
の
教
師
の
こ
と
ば
に
耳
を
傾
け
て
き
ま
し
た
。

（
7
）
で
す
か
ら
あ
な
た
に
お
答
え
で
き
ま
す
。」

（
試
験
官
）

（
8
）「
よ
ろ
し
い
、
お
ま
え
は
わ
た
し
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
こ
ろ
で
お
ま
え
は
何
を
書
く
の
か
。」

（
生
徒
）
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（
9
）「
あ
な
た
は
わ
た
し
が
何
を
書
く
か
、
そ
れ
だ
け
を
試
験
す
る
の
だ
と
す
れ
ば
、

（
10
）
わ
た
し
は
学
校
で
過
ご
し
た
﹇
時
間
﹈
は
三
ヶ
月
未
満
で
す
。

（
11
）
シ
ュ
メ
ー
ル
語
と
ア
ッ
カ
ド
語
の
﹇
テ
キ
ス
ト
﹈、A

-A
M

-M

（
46
）

か
ら

（
12
）﹇
…
ま
で
﹈
わ
た
し
は
読
み
書
き
が
で
き
ま
す
。

（
13
）
全
て
の
行
をdIN

A
N

A
-T

E
Š

2

か
ら

（
14
）LU

2 =
s̆u

（
47
）

の
始
め
／
終
わ
り
の
〝
平
原
の
生
き
物
た
ち
〞
ま
で
わ
た
し
は
書
き
ま
し
た
。

（
15
）
わ
た
し
は
あ
な
た
に
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
わ
た
し
の
記
号
と
、

（
16
）
そ
れ
ら
の
書
き
方
と
説
明
を
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
わ
た
し
の
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
発
音
の
仕
方
で
す
。」

（
試
験
官
）

（
17
）「
よ
ろ
し
い
。
わ
た
し
に
従
い
な
さ
い
。

（
18
）
わ
た
し
は
お
ま
え
に
あ
ま
り
複
雑
な
こ
と
を
出
し
ま
せ
ん
。」

（
生
徒
）

（
19
）「
た
と
え
練
習
用
粘
土
板
にLU

2 =
s̆u

を
出
さ
れ
た
と
し
て
も

（
20
）
わ
た
し
は
正
確
な
順
序
でLU

2

の
項
目
六
百
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
21
）
わ
た
し
の
学
校
教
育
の
日
課
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

（
22
）
わ
た
し
の
休
暇
は
各
月
に
三
日
で
し
た
。

（
23
）
い
ろ
い
ろ
な
祝
祭
が
平
均
し
て
月
に
三
日
で
し
た
。

（
24
）
全
部
で
、
月
に
二
十
四
日
あ
り
ま
し
た
。
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（
25
）
わ
た
し
が
学
校
で
過
ご
し
た
の
は
。
し
か
し
こ
の
時
間
は
決
し
て
長
い
と
思
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
26
）
一
日
に
先
生
は
わ
た
し
に
同
じ
課
題
を
四
倍
与
え
る
も
の
で
し
た
。

（
27
）
最
終
的
な
判
断
で
す
が
、
わ
た
し
が
書
記
術
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
は
取
り
去
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。

（
28
）
そ
う
ゆ
う
わ
け
で
、
今
や
わ
た
し
が
粘
土
板
の
意
味
に
つ
い
て
、
数
学
に
つ
い
て
、
ま
た
予
算
計
上
に
つ
い

て
の
師
で
す
。

（
29
）
書
記
術
全
体
に
つ
い
て
、
行
の
配
列
に
つ
い
て
、
省
略
を
回
避
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
﹇
…
﹈
に
つ

い
て
の
。

（
30
）
わ
た
し
の
先
生
は
（
わ
た
し
の
）
流
麗
な
弁
舌
を
認
め
ま
し
た
。

（
31
）（
学
校
で
の
）
仲
間
と
の
交
わ
り
は
楽
し
い
こ
と
で
し
た
。

（
32
）
わ
た
し
は
わ
た
し
の
書
記
術
を
完
璧
に
知
っ
て
い
ま
す
。

（
33
）
な
に
も
わ
た
し
を
混
乱
さ
せ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
34
）
わ
た
し
の
先
生
は
わ
た
し
に
た
だ
一
度
だ
け
記
号
を
示
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

（
35
）
そ
れ
に
、
わ
た
し
は
記
憶
か
ら
幾
つ
か
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
36
）
要
求
さ
れ
た
期
間
は
学
校
に
ず
っ
と
い
ま
し
た
の
で
、

（
37
）
わ
た
し
は
い
ま
や
シ
ュ
メ
ー
ル
語
、
書
記
術
、
説
明
と
予
算
計
上
の
専
門
家
で
す
。

（
38
）
わ
た
し
は
シ
ュ
メ
ー
ル
語
を
話
す
こ
と
さ
え
で
き
ま
す
。」

（
試
験
官
）
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（
39
）「
そ
れ
は
そ
う
と
し
て
、
シ
ュ
メ
ー
ル
語
の
意
味
は
お
ま
え
か
ら
隠
さ
れ
て
い
る
。」

（
生
徒
）

（
40
）「
わ
た
し
は
書
板
を
（
職
業
的
に
）
書
き
始
め
た
い
と
望
ん
で
い
ま
す
。

（
41
）
穀
類
の
一
分
量
の
書
板
（
か
ら
）
六
百
分
量
の
書
板
ま
で
。

（
42
）
一
シ
ェ
ケ
ル
の
書
板
（
か
ら
）
二
〇
ミ
ナ
の
書
板
ま
で
。

（
43
）
持
ち
込
ま
れ
る
ど
ん
な
結
婚
契
約
も
、

（
44
）
そ
し
て
共
同
事
業
契
約
（
に
つ
い
て
）。
わ
た
し
は
一
タ
ラ
ン
ト
ま
で
証
明
付
重
量
を
明
記
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

（
45
）
さ
ら
に
ま
た
家
、
庭
、
や
奴
隷
の
売
買
に
関
す
る
譲
渡
証
書
、

（
46
）
金
融
保
証
書
、
土
地
賃
貸
契
約
、
…
。

（
47
）
椰
子
の
生
育
契
約
、
…
。

（
48
）
養
子
縁
組
契
約
（
に
つ
て
）、
わ
た
し
は
こ
れ
ら
全
て
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。」

（
49
‐
55
行
は
断
片
）

（
試
験
官
？
／
生
徒
？
）

（
56
）「
わ
た
し
た
ち
は
同
じ
生
ま
れ
で
す
。
わ
た
し
た
ち
は
…
。

（
57
）
彼
と
わ
た
し
は
わ
た
し
た
ち
の
手
に
な
る
粘
土
板
を
﹇
比
較
し
ま
し
た
﹈。

（
58
）
両
者
は
予
算
を
作
成
し
ま
し
た
…
。

（
59
）
そ
し
て
予
算
に
関
し
て
…
。
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（
60
）
予
算
…
。

（
61
）
書
記
の
よ
う
に
勘
定
書
を
理
解
で
き
な
い
彼
は
…
。

（
62
）
粘
土
板
（
に
書
か
れ
て
い
る
）
意
味
、
書
記
術
や
難
し
い
読
み
を
持
つ
記
号
に
つ
い
て
、

（
63
）
彼
ら
に
競
い
合
い
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

（
64
）
も
し
彼
が
勝
利
し
た
ら
、
彼
は
わ
た
し
の
も
の
は
何
で
も
取
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

（65

）
し
か
し
、
わ
た
し
が
勝
利
し
た
な
ら
、
わ
た
し
は
何
を
得
る
の
で
し
ょ
う
か
。」

（
66
‐
69
行
は
断
片
的
）

（
70
）「
わ
た
し
た
ち
は
互
い
に
大
声
で
侮
辱
す
る
だ
ろ
う
。

（
71
）
一
方
は
他
方
と
侮
辱
の
張
り
合
い
を
す
る
だ
ろ
う
。」

お
わ
り
に

一
般
的
に
言
え
ば
今
日
の
人
文
学
は
現
代
社
会
お
い
て
諸
学
の
翳
に
隠
れ
て
埋
没
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
か
、
新
た
な

構
築
が
急
務
と
受
け
取
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
歴
史
的
に
遡
及
す
る
な
ら
ば
、
人
間
が
思
考
す
る
行
為
者
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
た
の
は
都
市
社
会
の
出
現
以
降
で
あ
ろ
う
。
文
字
文
化
を
開
花
さ
せ
た
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
は
格
好
の
一
例
と
い
っ

て
よ
い
。
本
稿
で
は
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
お
け
る
教
育
の
場
、
つ
ま
り
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
（
前
二
〇
〇
〇
年
〜
一
六

〇
〇
年
）
の
エ
ド
ゥ
バ
の
諸
テ
キ
ス
ト
を
検
討
し
現
代
の
高
等
教
育
、
と
り
わ
け
〝
こ
と
ば
〞
に
か
か
わ
る
教
育
の
原
点

を
探
っ
て
き
た
。
エ
ド
ゥ
バ
の
諸
テ
キ
ス
ト
か
ら
明
確
に
言
え
る
こ
と
は
「
書
く
」「
読
む
」「
口
述
す
る
」「
記
憶
す
る
」
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と
い
う
行
為
が
基
本
原
理
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
獲
得
術
、
つ
ま
り
書
記
術
の
獲
得
は
約
束
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
落
第

生
も
出
る
ほ
ど
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
エ
ド
ゥ
バ
の
教
育
は
厳
格
な
規
律
の
も
と

で
施
さ
れ
た
。
一
人
前
の
書
記
に
な
る
に
は
か
な
り
の
訓
練
を
要
し
た
。
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
で
あ
っ
た
の
か
、
残
念
な

が
ら
刊
行
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
。
エ
ド
ゥ
バ
の
組
織
は
校
長
、
教
授
、
監
督
者
、
助
手
な
ど
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
長
期
間
に
わ
た
る
訓
練
が
想
定
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
書
記
は
必
要
に
応
じ
て
数
年
で
卒

業
す
る
者
や
最
終
的
に
は
エ
ド
ゥ
バ
に
残
り
教
授
に
な
る
者
も
い
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
エ
ド
ゥ
バ
で
は
原
理
と
し
て
言
語

教
育
が
基
本
に
あ
り
、
様
々
な
語
彙
集
が
編
纂
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
言
語
教
育
の
歴
史
に
大
き
な
貢
献
を
し

た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
エ
ド
ゥ
バ
に
お
け
る
最
終
試
験
に
認
め
ら
れ
る
言
語
、
数
学
、
音
楽
の
三
分
野
は
、
古
典

ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
を
は
じ
め
そ
の
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
学
問
の
中
核
と
な
っ
て
い
っ
た
。「
読
書
力
」
や
「
読

書
術
」
と
銘
打
っ
た
出
版
物
が
目
に
付
く
こ
の
頃
で
あ
る
。
近
年
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
読
書
史
　
読
む
こ
と
の
歴
史
』（
48
）

は

ア
ル
カ
イ
ッ
ク
期
の
ギ
リ
シ
ア
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
読
書
と
精
神
史
を
「
読
む
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
翻
訳
出
版

さ
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
と
精
神
史
を
紐
解
く
鍵
を
提
供
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
古
バ
ビ
ロ
ニ

ア
時
代
に
確
立
さ
れ
た
「
読
む
」「
書
く
」「
記
憶
す
る
」
行
為
の
反
復
練
習
の
系
譜
は
今
日
に
も
妥
当
し
、
有
効
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
結
論
と
し
て
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
教
育
を
引
き
継
い
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の

教
育
理
念
に
は
根
底
に
エ
ド
ゥ
バ
で
行
わ
れ
て
い
た
教
育
が
同
心
円
的
に
内
包
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
大
学
生
の

言
語
表
現
力
が
低
下
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
現
在
、
古
典
レ
ト
リ
ッ
ク
を
生
か
し
た
言
語
教
育
を
実
践
し
て
い
る

大
学
も
で
て
き
た

（
49
）。

言
語
技
術
に
関
す
る
古
典
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
時
代
に
行
わ
れ
た
作
文
法
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
作
文
法
は
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
エ
ド
ゥ
バ
で
行
わ
れ
て
い
た
書
記
術
の
獲
得
法
に
相
関
す
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
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時
間
を
か
け
て
「
書
く
」「
読
む
」「
口
述
す
る
」「
記
憶
す
る
」
と
い
う
エ
ド
ゥ
バ
に
お
け
る
書
記
術
の
基
本
は
今
日
の

大
学
教
育
に
お
い
て
も
導
入
教
育
と
し
て
大
い
に
見
直
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

（
く
わ
ば
ら
　
と
し
か
ず
・
北
海
学
園
大
学
教
授
）
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註（
1
）
例
え
ば
、
長
尾
十
三
二
『
西
洋
教
育
史
』
第
二
版
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
）、
一
〜
五
頁
参
照
。

（
2
）
廣
川
洋
一
『
ギ
リ
シ
ア
人
の
教
育
』
岩
波
新
書
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）。
本
書
は
教
養
教
育
と
は
何
か
を
古
典
ギ
リ
シ
ア
哲

学
者
の
理
念
で
あ
る
パ
イ
デ
イ
ア
（paideia

）
か
ら
問
い
た
だ
し
て
い
る
。
わ
け
て
も
プ
ラ
ト
ン
と
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
つ
い
て
人
間
教

育
・
パ
イ
デ
イ
ア
を
論
じ
て
い
る
。

（
3
）
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
教
育
を
取
り
扱
う
場
合
、
ア
テ
ナ
イ
の
教
育
が
中
心
に
な
る
が
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
リ

ュ
ク
ル
ゴ
ス
（Lykurgos,

生
没
年
不
詳
）
伝
に
よ
れ
ば
、
市
民
教
育
は
結
婚
と
出
生
を
優
先
さ
せ
、
つ
ま
り
男
女
の
身
体
を
鍛
錬
さ

せ
、
強
じ
ん
な
肉
体
の
結
合
を
奨
励
し
た
。
子
ど
も
は
全
て
国
家
の
も
の
と
さ
れ
、
障
碍
者
や
脆
弱
な
子
ど
も
は
肉
体
的
に
育
て
る
に

値
し
な
い
と
認
定
さ
れ
た
場
合
、
捨
て
る
よ
う
命
令
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
ス
パ
ル
タ
と
ロ
ー
マ
の
古
い
法
典
に
み
い
だ
さ
れ
る
。
ギ

リ
シ
ア
人
の
あ
い
だ
で
は
、
教
育
は
決
し
て
自
由
で
は
な
か
っ
た
。
教
育
は
国
家
が
掌
握
し
て
い
た
。
フ
ュ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ー
ラ
ン

ジ
ュ
（
田
辺
貞
之
助
訳
）『
古
代
都
市
』（
白
水
社
、
一
九
九
五
年
）、
三
二
五
頁
参
照
。

（
4
）
川
島
清
吉
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
思
想
と
教
育
」
上
智
大
学
中
性
思
想
研
究
所
編
集
『
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
教
育
思
想
』
教
育
思
想
史

Ⅰ
（
東
洋
館
出
版
社
、
昭
和
五
九
年
）、
二
七
三
頁
参
照
。

（
5
）J.P.

マ
ハ
フ
ィ
ー
（
遠
藤
輝
代
・
遠
藤
光
訳
）『
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
教
育
』、（
八
潮
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）、
三
六
〜
三
七
頁
参
照
。

（
6
）
川
島
清
吉
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
思
想
と
教
育
」
二
七
五
〜
二
七
六
頁
参
照
。

（
7
）J.P.

マ
ハ
フ
ィ
ー
、
遠
藤
輝
代
・
遠
藤
光
（
訳
）『
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
教
育
』、
七
五
〜
七
六
頁
参
照
。

（
8
）
川
島
清
吉
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
思
想
と
教
育
」
二
七
五
〜
二
七
六
頁
参
照

（
9
）
小
林
雅
夫
「
ロ
ー
マ
教
育
」
上
智
大
学
中
性
思
想
研
究
所
編
集
『
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
教
育
思
想
』
教
育
思
想
史
Ｉ
（
東
洋
館
出

版
社
、
昭
和
五
九
年
）、
三
四
三
〜
三
四
六
頁
参
照
。

（
10
）
小
林
雅
夫
「
ロ
ー
マ
教
育
」
三
五
三
〜
三
五
六
頁
参
照
。

（
11
）A.Shindling,H

um
anistishe

H
ochschule

und
freie

R
eichsstadt

（W
iesbaden,1977

）,178-180.

池
端
次
郎
編
『
資
料
西
洋
教

育
史
』
第
3
巻
（
福
村
出
版
、
一
九
九
四
年
）、
九
八
〜
一
〇
〇
頁
よ
り
一
部
割
愛
し
て
引
用
。

（
12
）A

rchibio
R

om
ano

della
C

om
pagnia

diG
esù,Studiam

III

（（D
ocum

enta
de

ratione
studioru

））fol.251.in:K
..H

engst,,.
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Jesuiten
an

U
niversit?ten

und
Jesuiten-U

niversitäten
(Paderborn,1981),165-167.

池
端
次
郎
編
『
資
料
西
洋
教
育
史
』
一
〇
二

〜
一
〇
四
頁
よ
り
一
部
割
愛
し
て
引
用
。

（
13
）
文
字
の
案
出
や
起
源
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
取
り
扱
わ
な
い
。
し
た
が
っ
て
古
拙
文
字
以
降
、
つ
ま
り
ウ
ル
ク
第
Ⅳ
・
Ⅲ
層
（
前
三

三
〇
〇
年
か
ら
二
九
〇
〇
年
頃
）
の
時
期
以
降
の
文
字
資
料
を
論
考
対
象
と
す
る
。
実
質
的
に
は
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
（
前
二
〇
〇
〇

年
か
ら
一
六
〇
〇
年
）
書
記
養
成
の
学
校
を
検
討
す
る
。

（
14
）
ア
ッ
カ
ド
語
で
はbı̄tt, uppi

シ
ュ
メ
ー
ル
語
の
翻
訳
で
あ
る
。

（
15
）M

arc
van

de
M

ieroop,T
he

A
ncient

M
esopotam

ian
C

ity
(O

xford,1999),221.

何
千
に
も
及
ぶ
刊
行
さ
れ
た
前
二
〇
〇
〇

年
期
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
五
〇
〇
を
越
え
る
個
人
が
書
記
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
書
記
た
ち
の
多
く
の
父
親
の
名
前
や
仕
事

内
容
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

A
.
L.

O
ppenheim

に
よ
れ
ば
、
書
記
の
形
態
は
、
官
僚
、
詩
人
、
専
門
職
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
る
。“T

he
P
osition

of
the

Intellectualin
M

esopotam
ian

Society,”
D

aedalus104:2
(1975),37-46.

（
16
）
ア
シ
ュ
ル
バ
ニ
パ
ル
は
バ
ビ
ロ
ニ
ア
全
土
か
ら
楔
形
文
字
文
学
を
収
集
し
た
。
多
く
の
作
品
は
複
数
の
コ
ピ
ー
が
作
ら
れ
、
保
存
さ

れ
た
。
粘
土
板
は
棚
あ
る
い
は
箱
か
籠
に
納
め
ら
れ
た
。
し
か
も
主
題
別
に
整
理
さ
れ
て
入
れ
て
あ
っ
た
。
な
か
に
は
粘
土
板
の
最
後

に
奥
付
、
つ
ま
り
所
有
者
と
書
記
の
名
前
、
作
成
年
月
日
や
写
本
が
ど
こ
の
原
本
を
も
と
に
し
て
作
成
さ
れ
た
か
、
を
記
録
し
た
も
の

も
あ
る
。A.L.O

ppenheim
,A

ncientM
esopotam

ia,2
nded.(C

hicago,1977),15-21.O
.Pedersén,A

rchives
and

Libraries
in

the
A

ncientN
ear

E
ast1500-300

B
.C

.(B
ethesda,1998).

（
17
）
中
田
一
郎
『
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
入
門
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）、
一
〇
〇
〜
一
〇
二
頁
参
照
。
初
心
者
向
け
に
書
か
れ
た
新

書
版
で
あ
る
が
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
書
記
術
に
つ
い
て
日
本
語
で
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
現
在
、
貴
重
な
入
門
書
で
あ
る
。
こ
の

テ
キ
ス
ト
を
取
り
扱
っ
た
文
献
にN

.

ク
レ
マ
ー
　
佐
藤
輝
夫
、
植
田
重
雄
訳
『
歴
史
は
ス
メ
ー
ル
に
始
ま
る
』、（
新
潮
社
、
一
九
五
九

年
）、
二
五
〜
二
七
頁
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
現
在
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ド
大
学
のT

he
E
lectronic

T
ext

C
orpus

of

Sum
erian

Literature

に
よ
れ
ばScribaltraining

literature

に
分
類
さ
れ
、“É-duba”

literature

に
属
す
る
。“Schooldays”

は

É-duba
A

と
名
称
さ
れ
る
。

（
18
）
翻
字
と
翻
訳
はS.N

.K
ram

er,“Schooldays:A
Sum

erian
C
om

position
Relating

to
the

Education
ofa

Scribe,”
JA

O
S

vol.



087 古代社会の教育

69
(1949),199-215.;S.N

.K
ram

er,the
Sum

erians(C
hicago,1963),237-240.

を
参
照
し
た
。

（
19
）
四
〜
二
三
行
。

（
20
）
四
一
行
。

（
21
）
五
一
〜
五
六
行
。

（
22
）
以
前
は
ニ
ダ
バ
と
読
ま
れ
た
。
本
来
シ
ュ
メ
ー
ル
の
穀
物
女
神
で
、
書
記
術
（
会
計
、
学
問
、
建
築
や
天
文
）
の
守
護
女
神
で
あ
る
。

前
二
〇
〇
〇
年
期
後
半
か
ら
書
記
術
の
守
護
神
は
ナ
ブ
ー
に
取
っ
て
代
わ
る
。

（
23
）
語
彙
集
に
つ
い
て
はM

.C
ivil,‘AncientM

esopotam
ian

Lexicography,’in
C

ivilizations
ofthe

A
ncientN

ear
E

asted.J.M
.

Sasson
(N

ew
York,1995),2305-2314

を
参
照.

資
料
そ
の
も
の
はB

.Landsberger,(et
al.),M

aterialien
zum

sum
erischen

Lexikon
vol.1-14,16,17,(R

om
e,1937-)

に
よ
る
。
楔
形
文
字
の
発
展
と
展
開
に
つ
い
て
はD

.O
.E

dzard,
‘K

eilschrift,’

R
eallexikon

der
A

ssyriologie,B
and

5
(1976-1980),544-568;J.S.C

ooper,‘Sum
erian

and
Akkadian,’

in
T

he
W

orld’s
W

riting

System
,ed.P.T.D

aniels
and

W
.B

right(N
ew

York,1996),37-72.

（
24
）
こ
の
項
はÅ

.W
.Sjöberg,

“The
O
ld

B
abylonian

E
D
U
B
A

”
in

S.Lieberm
an,ed.

Sum
erological

Studies
in

H
onor

of

T
horkild

Jacobsen
on

his
A

S
20

(1975),123-57.esp.161-162

を
参
照
。
シ
ュ
メ
ー
ル
語
と
ア
ッ
カ
ド
語
に
よ
る
二
言
語
併
用
に
よ

る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

（
25
）
図
一
か
ら
五
に
つ
い
て
はS.Tinny

“T
exts,T

ablets,and
T

eaching”,E
xpedition,vol.40/2

（1998

）,Fig.1

〜12

参
照
。

（
26
）W

.Sjöberg
“T

he
O

ld
B

abylonian
E

D
U

B
A

”,163.

（
27
）
日
本
の
漢
和
辞
典
の
構
成
と
よ
く
類
似
し
て
い
る
と
え
よ
う
。

（
28
）
詳
細
な
語
彙
リ
ス
ト
に
つ
い
て
はA.C

avigneaux

に
よ
る“Lexikalische

Listen,”
R

LA
6
B
and

(1980-1983),609-641

を
参
照
。

（
29
）D
um

u.É.D
U
B
.B

A
ša

dajjāni.

（
30
）Å.W

.Sjöberg,“The
O
ld

B
abylonian

ED
U
B
A,”

164-166

参
照
。
次
項
で
取
り
扱
う
「
試
験
テ
キ
ス
ト
Ａ
」
二
一
行
と
二
五
行

〜
二
六
行
に
そ
の
他
多
種
多
様
な
専
門
職
の
用
語
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

（
31
）Ibid,.

（
32
）Å.W

.Sjöberg.“D
erExam

enstextA,”ZA
B
and

64
(1975),137-167

参
照
。
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（
33
）
解
釈
と
も
訳
し
う
る
。

（
34
）
イ
デ
オ
ム
の
よ
う
な
も
の
か
。

（
35
）
動
詞
の
時
制
や
態
を
表
し
た
も
の
。

（
36
）
人
称
代
名
詞
の
こ
と
か
。

（
37
）
リ
ラ
な
ど
の
弦
楽
器
名：

シ
ュ
メ
ー
ル
語:zam

i,balag,harhar,gude,

ア
ッ
カ
ド
語:sam

m
û,tim

buttu,harharru,inu(?)

。

（
38
）
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
の
数
学
テ
キ
ス
ト
と
数
学
の
概
念
に
つ
い
て
は
、O

.N
eugebauer,T

he
E

xactSciences
in

A
ntiquity(N

ew

York,1969),29-52

が
詳
し
い
。

（
39
）
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
音
楽
に
つ
い
て
はA.D

.K
ilm

er,‘m
usik’

R
LA

,B
and

8
(1998),463-482

を
参
照
。

（
40
）
バ
ビ
ロ
ニ
ア
暦
の
正
月
に
あ
た
る
ニ
サ
ヌ
月
（
太
陽
暦
三
月
か
ら
四
月
）
に
十
二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
行
事
日
程
の
第

四
日
目
に
大
祭
司
が
『
エ
ヌ
マ
・
エ
リ
シ
ュ
』
を
朗
詠
す
る
。
一
連
の
行
事
を
と
お
し
て
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
お
け
る
王
朝
の
安
泰
と
民
衆

の
繁
栄
を
祈
る
。『
バ
ビ
ロ
ン
の
新
年
祭
』
日
程
の
翻
訳
に
つ
て
は
後
藤
光
一
郎
「
バ
ビ
ロ
ン
の
新
年
祭
」
訳
者
代
表
　
杉
　
勇
『
古
代

オ
リ
エ
ン
ト
集
』
筑
摩
文
学
大
系
１
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
八
年
）、
一
九
七
〜
二
〇
六
頁
参
照
。

（
41
）
こ
れ
ら
の
三
編
の
テ
キ
ス
ト
の
翻
訳
はH

.Vanstiphout,“The
D
ialogue

B
etw

een
Tw

o
Scribes,”

“The
D
ialogue

B
etw

een
a

Supervisor
and

a
Scribe,”

and
“D

ialogue
B
etw

een
an

Exam
iner

and
a

Student,”
589-593

in
T

he
C

ontext
of

Scripture
-

C
anonicalC

om
positions

from
the

B
iblicalW

orld,vol.one
(eds.)W

.H
allo

and
K
.Younger(B

rill,1997)

を
参
照

（
42
）
助
手
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

（
43
）
お
そ
ら
く
教
師
自
身
か
、
な
い
し
先
輩
職
員
の
ひ
と
り
が
話
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
44
）
一
四
六
〜
一
四
七
行
は
教
師
の
前
で
助
手
が
生
徒
を
叱
る
場
面
で
あ
ろ
う
。

（
45
）
以
下
六
行
程
度
断
片
的
テ
キ
ス
ト
が
続
く
。

（
46
）
初
心
者
用
の
記
号
リ
ス
ト
。

（
47
）
語
彙
リ
ス
ト
の
一
つ
。See

C
ivil,1985:74.

（
48
）
ロ
ジ
ェ
・
シ
ャ
ル
テ
ィ
エ
／
グ
リ
エ
ル
モ
・
カ
ヴ
ァ
ッ
ロ
（
田
村
毅
他
共
訳
）『
読
む
こ
と
の
歴
史
』（
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
49
）
佐
伯
　
啓
「
古
典
レ
ト
リ
ッ
ク
を
生
か
し
た
言
語
訓
練
」『
言
語
』Vol.37.N

o.3
（2008

）、
四
二
〜
四
九
頁
。
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